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本 社 大・阪市東区 博 労 町 4 の30 電話②0351

東京支社 東京都中央区西八丁堀3の8 電話⑧1171
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特 徴 ・ 軽くて美し¥)  

・耐火 ・耐水で永久仕上

. 汚れはすぐ取れ衛生 (t' :J

. 施工迅速で経済的

用 塗 ・ 平阪は建築物の外波 ・間仕l . : ) J ・天井壁

庇下及家具 ・船舶 ・車続 lι
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d 阜根 ・壁 lζ

・厚板はサンドイ y テパネノレ等としてピ

ノレ等の外装仕上材 lζ

・黒板は学校 ・事務所 ・官公庁 ・家庭用 l乙

( カタログ御希望のJ i l l 誌も倒記入のよ舵巾込下さト)
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日本建築l協会優良詰明
セ メ ン ト 増 強 防 水 斉lJ

J I S 合格品

御 一報 次第型録 ｾｲ｛ 仕様 書 進呈

ウオータイ卜式防水工事代行庖

高 山 工 業 株 式 会 社

東京都千代田医科問小川 111J 1- 8

m読 点 J;( 神間@0161- 3

安 藤 工 事 有 限 会 社

福 岡 市 大 浜 一 丁 目 新 町 94

む話稲岡( 束) ①5765

社団法人 日 本 建 築 協 会

会長 竹 腰 健 造 ⑮

日本主s策協会 主s材得資委貝会

委員長 置 塩 章 ⑮

御 一 報 次 第 型 録 並仕 様 書 進 呈

25日本セメント防水剤裂選所

本 社兵] ，1' 0 ' 県宝塚市荷台上の iU! 北28- 1 電 話 宝J家 2153

工 場 尼 崎 市 j!f f 披 木 III T 1 - 3 4 電話大阪@ 1526

東 京 出 張 所 東 京 郎 港 区 芝 金 杉 浜 i OJ 1 8 電話三 l到⑬4637

名古屋出張所 名古屋市 '1' 医科|ー11I 1J 19(安s長ピノレ) 電 話 南 ⑧ 1331

仙 台 出 張 所 rlll 介 ih 北 一尺 審 1 I 1T 8 電 話 ③ 0721

' $ ・・‘'‘ ' oe
『ト

ナイロン鍛通は 100 96スパン

ナイロン糸を使用したもので

会抑 ) J 性 lζ 富 んでいます

カ驚 く 程 ｽ惇 ｾｊｾｈ ζ 強 い

会 ｉｑ えｊｬ ｩ ｾ 性が非常 ｬ ζ 少ない

会 虫の害を令く 受けま せん

+ イロ〉鍛通

②東洋L ー ヨ ン エ士



西 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 事 業 協 同 組 合

年 限 仕 様 書 表 紙 デ ザ イ ン 公 募

雨の多い nみ; では建築物の防水は非常に重要な工事で- す。

西日本アスフ アルト| 潟水事業協同組合は従来行われている 、 アスフ ァノレト防水工法を質的にもっと 秀れたものにしよう

との考えから生れました。 目下その仕級惑を作W'I' です。 それも年限仕織といって各代機毎 lζ 、その耐周年以を IYj 示し

て、寿命がきたらやり変えるという工法を習慣づけようというのです。奮って御応募下さい。

- 当組合の趣旨 lζ マ ッチした親しみ易い明 るいデずイ γ

・大 き さ 28c mX 22c m

・内 容 イＩ西日本アスフ ァノレ ト防水 ｬ ｪｾ 業協同組

合及年限仕様の文字を入れる ζ と

ロ) 当組合にふさわ しいマーク考案の上

掃入の乙と

ノ、) 色は三色とする

・応募締切 l昭和31年 9 Il30日( 歪Ij ，;''O

- 審 査 員 当組合表紙公募委員会

- 賞 金 当選作 1'，'点 3 万円

佳 作 10点 2 千円

- 発
表 Jl B羽]31年10月中旬本誌上

- 作 品 m函に住所、氏名明記の乙と

- 送 り 先 当組合宛

広

告

| 入 酢 の 版ー 叫 し 討

応募原稿は一切御返送致しません

の

頁

西 日 本 ア ス フ 7 ル ト 防 水 事 業 協 同 組 合

大阪市西区点 ｾ ｊ 姻上町 ＱＭＱＴ T E  L 土佐掘@1773- 5



会 告 1

9 月

-・

大 阪 病 院 新 病 棟

自転車掻興会宿舎

20日 午 後 1時竿

目 立 大 阪 病 院 新 病 棟 と

大 阪 府 自 転 車 掻 興 会 選 手 宿 舎 ( 豊 輪 閣〉見 学 会

9月20日 ( 木) 午後1時半( 集合) - 51時半( 解散)

本会天神橋分室( 東 ・天神橋電停前 ・大林組西隣〕

15日迄にお申込み下さい，但し定員 (50名) に迷した

時〆切ります。

本見学会には ，株式会社戸田組大阪支庖殿の御配慮により貸切パスを

利用する乙とにな りました。

き

所

込

品

目

と

集

申

国 立 大 阪 病 院 新 病 線 機 記

設 計 厚生省近徽医務局所管国立大阪病院

施 工 株式会社戸田組大阪支庖

所 在 地 大阪市東区法円坂町 1- 2

敷 地 面 積 17，587坪( 既設建物あり)

建 築 面 積 建坪 271. 18坪 延坪 1，826. 52Pf

規 模 地下 1 階 地 上 5 階 塔 屋 2 階

構 造 鉄筋 コンクリ ート 造( 外部リ ν y仕上〉

・特 色 ・ 病室を主とし て近代的な明るい建物である

大阪府自転車掻興会選手宿舎 ( 豊翁閣) 様記

設 計 日 建 設 昔|・工務株式会社

施 工 株式会社戸国組大阪支庖

所 在 地 大阪市阿倍野区松崎町 1- 43

敷 地 面 積 2，507.08PV-

建 築 面 積 231. 22坪 延坪449. 39坪

構造，規模 鉄筋コンク リート 造 3 階建

・特 色 ・ 新しい試みが具現された宿舎

本見学会には，国立大阪病院，大阪府 自転車振興会， 日建設計工務，

戸団組，各関係者の御協力をいただきまし た。誌上を通じて御礼申上

げます。

- お知らせ・

9 月iζ 見学予定の国際電信電話( 株) 大阪局舎は10月に変更しました。

御参考までに10月会と催の予定を掲載いたします。

① 国際電信電話( 株) 大阪局舎 ( 設計 ・施工71'1水処設)

② 大 阪 テ レ ビ 放 送( 株) 社屋 ( 設計 ・飽エ清水建設)

ｾＨ＠ ※※ (※ 設計内藤多仲施工奥村組

③ 通天閣展望塔と新世界大映 ｾ Ａ ｾ※設 計 円堂建築設計事務所
施工矢島建設〉

① 能の観賞と舞台 { 於河村能舞台) ( 設計 ・施工山田組〉

⑤ 第 2 回古建築見学観心寺、金剛寺、長野神社

( 解説者山本栄吾氏〕



2  告会

.. 

て

本会事業委員会では，毎月 3 - 4 回の見学会などの催しを行うよう企函して，会員各伎

の技術の向上，智識の函養，併せて相互親睦の ために些かでも寄与する処のあるよう本会

独自 の試みを折込む乙と に努力致しておる次第でありま すが，幸い，各催し毎lζ 常1( ，多数

の御 申込を戴 き大変感謝致 しておるのであります。然しながらその実施に際しましては，

毎回かなりの数の無断欠席者をみるのが通例であります。催しに当りましては ，御申込に

よって関係先にその員数を通知 して諸般の準備をお願いし ，また工則前ζ よって定員を限ら

れるものにあっては，満員i ( . 達した〆切後の御申込に対しては遺憾ながら乙れをお断わり

して一応補欠とし ての扱を致 しておるのであります。そのため無断欠席をされますと，関

係先の準備にも無駄を生じ ，参加御希望の向で参加できない方もできる次第で色々と不都

合を生じ各方面1(. 何かと御迷惑をおかけする結果となります。乙の ζ とにつきましては，

事業委員会におきましても従来再三問題として取り上げられて参ったのでありますが，結

局各位の御協力に侠つ乙とが何よりとの乙とで，改めて再度葱t乙お願い申上げる次第であ

りま す。何卒催しへの参加お申込の後に己むを得ず御欠席の場合は，是非その旨を予め事

務局迄御一報下さいますよう ，励行方lζ 御協力賜はりますようお願い申し上げます。

なお，色々の催しについて ζ れを一層充実 し効果あるものにするため，各位の忌悌のな

い御意見希望などを，事業委員会迄お寄せ下さいます ζ とを期待致しております。

健尾鷲委 員 長事集委員会

つ込申お参 加の
r、

し催

設計あ ｬｳｆＧｾｾｾ Ｑｊｾーはく
女御用命は下記代理庖へ

お願いします

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 喜 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 枇

株 式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

サ

一

宮崎

一

尺

尺

尺

J

{

司

，

』

白

U

F

O

レ

一

用 途

ガレヂ持納摩

倉 庫間仕切等

馨i 三 谷 製 作 所ゑ京



毎 日 大 阪 会 館 施 工 株 式 会 社 大 林 fJl 



tij 日 会 館 一 階 グ リ ノレ 1- 1 : アスフアルトタイル
国 島 応 用 化 工 株 式 会 社 大 阪 出 強 所



毎 日 大 阪 会 館

t' H主主特別IG控室

J  

株 式 会 社 大 丸 大 阪 庖 家 具 装 飾 課

大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

各階天 井 耐 火 ボ ー ド

IHI 仕 切 ラ ス ボ ー ド



毎 日 大 阪 会 館

4階応接室の一部 床 リノリュームジヤスペ

東 洋 リ ノ リ ュ ム 株 式 会 社



毎 日 大 阪 会 館

一階ロビ一日巨

大路 fil 配込プラゾー現助研出し

株 式 会 社

矢 橋 大 理 石 商 広

階段子問( 鉄製ラ ッカー焼f . t )

j ーノレジュート( 真綿製アートブロンズ)

株 式 会 社 鏡 津 製 作 所

1・.

11'i ) ; { スタヂ オ

塗 装 工 事

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社



毎 日 大 阪 会 館

I也 f 31精機械五冷凍機設<<ij

J1W' キヤリテ300冷凍 十' / : ; ーォ: ー冷凍撤

お J び340).15))' ，11動機

東 洋 キ ャ リ ア 工 業

株 式
4

2

 

ネ土

大 光 電 機 株 式 会 社



毎 日 大 阪 会 館

株 式 会 社 荏 原 製

エ ハ ラ ・ タ ー ボ 冷 凍 機

ゐ の く ち ・ ポ シ プ

作 所



株 式 会 社 鈴 木 ::/ ヤ タ ア 商
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多 "'" >l ミ JII :た 力

外 部 壁 に 「ガ ル ベ ス ト メ タ ル」 製 品 使 用

発 電 所

オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製 造 株 式 会 社
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株 式 会 社 油 脂 化 工 社 大 阪 営 業 所

段上および地下道マノ ーノレ防水質任飽工
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毎 日 大 阪
dzbz ‘  

館
設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

顧 日円 長谷l ' i fl 鋭 7h

設 塚 _，j-: X，!t 次

志 保 j l: 正 夫

橋 本 喬 行ー

年足
2、ε4ユ10  

多 111 メと 之

設 {桁 冨 111 輝 男

IA忌UL:  J1ll 111 I:U  火 男

，ｾ Ｍ ｾ＠ 主IJ

施 工 株式会社 大 林 組

工担 当 事者 藤 本 !長



m 

F  

阿南より' 11む 外 壁 テ ラ カ ツ タ タ イ ル 。 柱 型 花 閥 石 本l官き

及びテラプ'1'/ ;タタ f }レ。而格子 テヲカ Y タ。

西函F再開詳細l

彫刻 プロシズ 製イプジ銀メ ツキー

彫 刻 製 作 焔 池 ー 雄。

設 計 者 の こ と ば 塚 本 猛 .次

1il' n新聞剖が| 瑚丙 i血1i の文化 ・産業の発展に貢献するために，

毎 nλ 阪会館の<I l 設を計i i ! !l L . われわれにその設討を fli' 嘱された

のは昭和二十じ年の ことでした。

文化の殿堂としての大ホール ・国際会議場 ・展示場 ・同i列J品・

文イtI掲 fRd主体の、11務所ー ｾ々 ￼ｬｬ な内容をもＭＺ［会館Ａの ｩ ｈＧ ｩｬｬｩ ｩ に ｭ

L . その立 ff:の ifi 大さを感じると j 主に大いなる感激をもって ，そ

の計官'1に参加しま した。

その後敷地のl明係でニ JUI に分離することとな り，大ホーノレ ・国

際会1&) . 品7f t!:. Ｚ ｊｕ ｉ ｊＺｔ ｉ ｉ に残 ｌ Ｎ 放 送用スタヂオ ・ 佐ｾＡ列 ｕｾｽ . τ]1務京

" ! { : をもっー蝿11". '11が今回唆工をみました。

会館の計聞に判り新聞社の特殊性を考え て，近代的な感覚にあ

ｨ れ，かつ軒却でなく永続 性の ある主 ｾ 物という主題が与えられ ，

その表現に苫心をしましたが，その結果については今後各嗣の人

々の批判にまちたいと思います。

- J UIは竣工しましたが引鋭いて二JUI がありますので，今後戻に

努力を車ねて文化の隊全の開花を111ちたいと忠います@



商 ｩ 而バルコニＭ ｾ 下前 ＱＱ ， 7" ラカ ::1 11。

鮫備担当者のことば 富 国 輝 男

設備を機能的に配置し，鈍設' I ¥' . 維持' I ' i をよ り低減せしめるとい

う命題l i ¥‘ づれの泌物におトても同じでありますが，木辿物ではよ

りニの線に近づくため綜合打合せにより次の械な計酬となりまし

f二。

1. 空気 Ｚ｜｜Ｇｬｾ は各階ｦ￬￯Ｇのワエず メーカによるステ Y プV ステム

とする

2. 全m?¥および機械設備を監筏盤によるワ γ マンコントロール

とする

3.  各被加 l i 必らずしも新製品を探用しない

この方針 l i 第 2 開lエJIIを含む全会館に及ぼす予定ですが何がJ u も機

能的であり経済的であるかの論議は技術的な而に於てさえ紡治は難

しく( 特に新製品又は材料に対する安全性と耐久力の問題等) 実に

ヒソレの経営方針( 主II 投資) 保守員の質とlit が因 子となり 、例へば悲

の変 化の如く無数の組合せが考えられ. 結局は主観的判断となるで

しょう。二のi. l !物についても結論は述転後の; 下和It，.:: データと共に速

ト将来になるでしょう。

西面面格子詳細。 T ラjJ ::I 11。

施工者のことば 大林組総主任 藤 本 辰 ニ

市内屈指の高層ビ ノレ1ijn大阪会館第一期建物( 地下十二米，地上

四十三米) の説礎工事施工に閃し西側は交通鎖繁な市沼南北線に商

L. 北は五階i . l ! 1ijrl 旧館. mは新聞社の段屯警な給転機室に隣接し

た不設Je ¥敷地に，これらの沈下をほ少限にとどめるために特に苦心

をしましたが，幸い n i.l! の指' 阜による 低気回結基礎工法の採用，毎

日旧館側鉄矢板打殺し等細心の雌工 l二より無事工事を完了すること

がIH来 ました。

主体工' 1' の鉄骨鉄筋組立は大部分m気熔簸， 瓦j罰圧接胞工で継千

等軽1 * と L. コンクリート打込みは自営パブチヤ ープラ γ トの生コ

ンを用い打上りは良灯であ りました。

外装は一部石を{ 史 JTI. 大部分は f r ラカ Y タ ・タイノレJ を使用し

ましたが，特に一階ホーノレ 格「型 f 7 " ヲカツ タ ・プロック」の製作

路工には苦心をいたしまし た。

内装およ び設備工 '11は一郎入居者の関係で追はれましたが，自主II

を始め各職 の ￃｦｲｾ な御 協 Ｑ ，［ Ｑ により予定通 り 完成し Ｎ ＱＧＷＭく感謝トたし

ております。

五l則u じ一大 J'l l1i モず( ' ; / 1 }jj f凶i

一一体 武 作一一



3 防r H 空室床 ゴムタイ ノレ。史 料! ベニア (ワ オー ノレナ Y ト) 。

天 井 . 吸音テ Y クス 。

玄関ロビー 床. テラゾー現場研( 大

理石If X込) 。壁 テ ラカツタタイル (

2丁掛. 4丁掛〕 。天 井 アノレタイ ル。

なお，この写真の疋而白! 立には林武氏

作の大理石そザイ Y 夕日目副が取付け ら

れる 予定。

建 築 概 要

組築{ 立町 大阪市北区立応船大工町五十三帯 i也

述築而! I l i.ll坪 319. 03坪延町一 3. 974. 13坪

内訳 t苦屋 3階 106. 87坪

f吉区 2階 159. 87 

域医 1階 159. 95  

9  - 3階 319.03 

2  階 253. 66 

階 269. 02 

地下 1階 292. 08 

地下 2階 202. 85 

地下 3階 296.62 

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ γ ク リ ー ト 逃

階 数 i也下 3階 地上 9階 11'毘 3階

I.ii さ 線I' /J 地盤よ りパラペ ット迄 31米

同 上 11' 1丑上端迄 43米

深 向 上 基礎下端迄 12米30

エ ｊｾ ｉ＠ 閉和29年6月19日~昭和31年6月21日

エν ベ ー タ ー ホ ー ル 床 プラ スタイノレ( 灰色) . l l ! : : 白色テラカ

' l ? タイル。天井 i/ 'l クイイ11M"'''' キ。
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1  階 1  玄関 2. 玄 関 口 ピ - 3. エ V ベ ー タ ー ホ ー ル

4.  通用 n 5.  -，' ，術室 6  抗告U 7. 郵便局 8. v ヨールー ム

9. 機械室 10. グ日ノレ

湯沸宝ホ ー ル 3  地下 1 階 1  エ V へ ーター ホーノレ 2 .  

4. 使 所 5 機械室 6 庖 舗

• 

• 盟国• 

便 所階 1.  エ ν ベ ー タ ー ホ ー ル 2. 湯沸室 3.  

階w: 室 5.  '11務室 6  吹 t!i: 7  バノレコニー

地下 2階 1  氾 機 宝 2. '1' 夫監視撚宝 3 更 衣 室

4.  W直室 5. ｴ ，ｾ宝 6.  便 所 7.  rti 屯 8. 渇沸宝

9  合同1 10.  s( 蝶 室 11. 吹 掠

• 

• 

• • 

• 

• 

• 

国

• • 

湯沸室 3. 使 用?基 準 階 1  エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル 2.

4  機械宅 5  事 務 室

地下 3 階 1. 機 械 室 2. 予備発促宝 3. 1掲m変m所

4.  ポ γ プ室 5.  座壊焼却l室 6  ダク トエ リ ア 7  ホ ー ノ レ

β 1J W 
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塔 屋 1 階 1  エレへーターホール 2. 便 所 3.  機械室

4.  倉庫 5  スタヂオ控室 6  スタヂオ準備室 7. 陸E量級

塔 屋 2階 1. ェν ベーターホール 2. ロビー 3.  w! 所

4. スタヂ オ 5. : ¥1，控室 6. 市I室 7  念日1 8.  タソク主

9  エレへーター機械室

t蓄屋 3階 1. 見学席 2  映写室 3.  控室 4. 

5. ェν ベーター機械室 6. 水糟室 7. 機械室 8.  

9. 吹 抜

整流器室

電 気 室

t苦昼 2階スタヂオ( ス テ - V ' 側〉 床 ゴムタイノレ。 rt 木 鯨 へ ニ ヤ 。 E直 線

ベニア( さくら〉。天 Jj ・フローリング( 温地〉。

スタヂオ側而 床 ・ Ｓ ノタイノレ 。 ｲｪｬ 木事ｾベニヤ 。 ｾ Ｚ Ｍ［Ｍラン貼Ｈ下地木 毛 板

JJ . び有孔へユア〕。

スタヂ ::HY面 床 リノタ イノレ。 111 ; 1く斜lへエ ア。 ! 畳・ヨベ γ ハーグンリプ

〈下 j 由ロアククーノレ) 。天}I' • 7 ロ- 9 ング，
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0l 築 地 名 古一 屋 市 中 村 区 掛l 内 田S 4 丁 11 11守地

敷 地 面 的 1，266  95時

0 l 築 Ifi i W

階 別
第 1 数JUI 

J : 'li 坪

胃l 2  数矧

ェ'Ill 平

会tヰー- 日 名 古 屋
4ヨ〉エ、

館
B 2  681. 473  

M B2  159.SS6  

B1 391. i O  596.765  

353 .33 708 .'1 15  

M 2  177.05 285.5G3  

286.74 654. 025  

3  391. 15  656.310  

42.77 861. 810 

3  38.61  619. 953 

6  38.61  576. 797  

38.61  568.053  

574. 617 

R l  127.日日 l

Iミ2 88.585  

R 3  52.415 

R 4  97.315  

合" 十
1. 788.  57 7，309.033 

監 理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

延 面 目i 9，097.ω 3坪

構 比"三 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

設計 ・施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖
規 政 地下 2 階， 地上 8 階， J1<ti1 4 階

前 d  係市 i車線より ハラベアト迄 102.30尺

ｪｾ 昆上端迄 141. 90尺

設 日¥. Ｇｦｾ ｜Ｇ＠ t山一郎 ・1宇野iE男 ・伊藤 治 ・四沢良;fi l

i:'li 
‘、ご， } 人礎 Fr.占i孟 41. 10尺

小、|正隆ME . JJ a支極生 ・上)1ニ ラー:

エ 11 昭 和28年 9月 711 lfl l JUID li  地銀祭

日目有128年 12月28[1 立柱式

｜ｉ Ｈｻｮ ｉ Ｒ Ｙ ｾ ド Ｕ ｊＱ ＳＱ rt 竣工式

構 造 ご.. j : 入学ニ ・IJ';J尚治維 IIIH1129fj 日9)'118¥1 l fl2 J UUンli 地銀祭

¥l sff130年 10月13 11
上械式

設 備 波辺典承 施 工 西村秀治 昭和31年 3刀3 1L1
竣工式



面 積 百 分 率 概 要

映 l由l 館 115.69  

客 席 42.1 平 場

8301町山市『

発1ii 送他距l 、部場1室車｟ ｾ＠ 3. 5 Jえテ ー ジ '1. 8  
J 、、 Jν コニー 197 4.4 

共 JIJ 部 63. 1 計 1，027  

そJ駐- の + 3.: 29. 7 
Hl $  16.9  見学通路を合む

5.5 

揖』 行 7. 1

ピ ル 開l 分
，. 

.t; 
主 33.6

1 人lfI 273.: 剖 67宝

52. 87%  貸 広 舗 14. 2
2 人JIJ 40宝

Ｑｾ 事務当ＡＮ 34. 9 
ホテル部分 ロ ビ ー 21. 9  

ｪｾ＠ m 問I '18.3 J食泉む 部'所'/.: 20.3  和客室を合下む
17 . 17  

会!fl お19..80  

［ｉｾ＠ JII 部 31. 9 各階冷l援防機械五五を含む エ用ν 廊ベー ，タ防ー段で草， 悦I針，

サ.， 
h官 25. 3 J!j 

496 府附附帥;;  j  

サービス部 18. 1  冷l援m機械室を合む

ス テ ー ジ 11. 9 ハ Jν コニー 36'1  

ホ ー ル 25.2

31h5  H1 剖I 52. 0 制i 1汁VJ 附
156 

hl  10. 8  1，016  

新聞社節分
¥115¥ 1則{ 長 29. 8 特高， ;:Jj圧， 変Hl ?l i ，

25.63 

符編 虫1鋳l由1色5l 室3場E  8. 6 

'1
1

火険械室

冷暖房神I 生関係 発 Ｑ｛ Ｑ 機ＳｲＮ 占 ｾｈｬ 池宝
8.4 5'1. 4  

新 1111 社 74. 8 6. 6  4. 43 

鉛製日I版 逃S釜E 3. 6 そ の 他 15 .8

版 12.8

/  



上 . ホテルフロント

下左 . ホテルロビー

下右 : エレベータホール



上 : 8階大食堂

下 : オーディ卜リアム



地中 2階

1 映 画 館 杯 席 上 部

2  "  ロビー 上田i

3  "  映 写 室

4 険 械 室 上 部

5  K; Hi 池 宝

6 会 館 副:JIl 人民 衣五

町

一

室

室

主

主

地 2 階

1 映 画 館 客

2  "  ロ ビ

3 機 械

4  n ; 気

5 発 a ! 機

6 荻 mu

N8 図面卒館会屋古名日毎

1 階

1  新 II I1 IJ エレベー

グーホー ル

2  " 材 業 主 '

3  " 印 刷l 場

4  ＢＩｾ＠ jJ; J品

5  " Jr Hi 玄

6  M; '1;. J砧

7  エレベーター

ホ- } ; . ，

8  JH 1i 1' rJ i iII 

9  " 金 1，1，

10 ホ プ ル 楽 内191

11 11 1;!l 品目

12  . 11:券会社営業主

地 1 階

1  新聞社エレベー

ターホーノレ

2 砂Ti i iJ'1宝

3  " 食 堂

4  " 機 械 3 {

5  ' 1 合 同f

6 映 ijlij 航 客 席

7  •. ロ ビ ー

B ホテル グリル

9 々 ) J j 房

10 鋭 行 11 金，ri

11  貸 J，I;  品目

12  '.j' 術 室

13 自 動 11¥ 々 日t

14 ス ロ ー プ

15 地 下 述 給 路



2 階

1  新lI iji! エレベー

ターホーノレ

2  " 役 員 当E

3  " 会 級 室

4  "  印刷l場上部

5  N 発 送 箪

6  "  7j' 民 主

7  >1. 'r. jm 路

8  エ ν へーター

ホー J レ

所

助

所

9 使

10 湯 沸

11 J告 1J:i

12 婦人文化

セ Y ター

妥

当

"" 

• 13 

13 貸

14 機

断面A- A

I 新 聞 判 印 刷l 場

2  "  営 業 主

3  砂 ホ ー ノ レ

4 機 械 室

5 貸 活 向 I i

6  ｾｩ＠ 行

7 貸 五

8 ホ テ ， レ

9 展 望 室

中 2 階

1  Ｚｴｦｲ ｬｬｩｪ ｾＡ エレベー

ターホール

勿 ＿‘ ｴ ｾＧ Ｚｈ 上剖 ｬ

n 札、 接 :jK

q  印刷! lJ 上剖i

e  鉛版鈎逃宝

エ ν ベ ーター

ホール上田i

7  叙 ｮＮｾ ｴ ｊ［Ｚｪｋ 上 部

8  "  食常会1譲宅

9  ，， 1'1  W 

10 H  1'¥ 品目

11 " 上 部

2

3

4

5

6

 



1 0 0 R  

4 階

1  j'fr un tl ホー ル

存 岬 ;

2  " 舞 台

3  "  ロ ビ ー

4  エレベーター

ホール

5 便 所

6 湯 沸 場

7  ｾＱＱ＠ ，m機 械 室

8  Ｚｴｾ室

9 機 械 :iir

10 屋 上

室

館

鍛

行

山
セ

ル

堂

断面B- B

食

5 0  

日

開

繭

杭

ァ

大

機

映

貸

銀

貸

ホ

w

l

q

'

h

q

d

a

u

τ

p

a

a

U

弓

t

。

3 階

l  新IllHJ : エレベー

ターホール

2  " 編 集 室

3  " 製 版 宝

4  "  写真製 版室

5  " 氾 送 寂

6 砂 屯 信 室

7  "  調 査 室

8  "  Ｑ Ｑ ｜ 業ｾ ＧＡＡ

9  " 見 学 通 路

10 エレベーター

ホール

11 使 所

12 湯 沸 場

13  H 室

14 会 館 管 理 室

15 バ ル コ ニ ー

16 機 械 室



7 階

1  :l'fr lltltl ホール

映写ｾ

2  " 屯 気 2巨

3  " 投 光 室

Ｔ 砂ｾ昆

5  ホテ J V ロ ビ -

6  " 客 室

7  " ロ Y デ

8  " 配 腿 室

9  "  サービス部

図函卒館

d 与

ヨ三屋古名日毎

8 階

1  エ V ベーター

ホール

2 ホテル ロビー

3  " 大 食 堂

4  " 厨 房

5  " 集 会 室

も "  すーピユ部

7 機 械 室

8 水 精 疲

9  ゴ ル フ 紙 習 場

5 階

1  新 聞 t l ホーノレ

容 l市

2  " 存 貯 ; 上 部

3  " ロ ビ ー

4  伊 照明操作箆

5 伊 奈 良

6  エ ν ベーター

ホ- J V

iYi  

4品

宣主

主

首F

械

使

湯

貸

機

勾

4

0

0

Q

d

n

u

屋 階

1  エレ ベーターホール

2 機 械 室

3 臨 時 へ リ ポ ー ト

4 合 同2

5 ピ ヤ ガ ー デ Y

6 股 唱 釜

7  エヤーワ y ν ヤー ・

フア γ 宝

8  エ ν ベータ一機械室

9 変 氾 室

10 水 補 筆

11 斥. 上

階

1  新聞' l l ホーノレ

客 岬1

2  " 楽 屋

3 ホテル ロビー

4  " フ ロ ン ト

5  " 客 室

6  " 配 勝 : ? e

7  "  1 - ーピス部

自 エ ν ベーター

機械室

6  
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右

ジ

耳玄

71ミ
)11 発 電 所

基 本 設 計 米国ギルパートアソシエート社

(GAI )  

設 計 関西電力株式会社土木建築課

施 工 株 式 会 社 間 組

る

設 計 者 の 代 弁 関西電力 K . K多奈川火力建設所 原 田 守

ニの発屯所は米国 ｗ ｾｳ ｴｩ ｮ ｧ ｨ ｯ ｵ ｳ･ 社から プラソト一切を箱 入 した も ので ，

地物の設計も1開花 W . E 社が更に Gi l bε rt 社 という技術会社に委託したもの

で p 作者の苫必も使白上設計協力者としての私の代弁と L ・ぅニとになります。

発電所肉体カ礼、まだ吾園では作 りj ( } ないような高能 率 且つ自動化された もの

ですから. 主s物 も全面的にそれにふさわし い考慮が払われなければなりませ

ん。

い) 膨大な集 1!1(，; i 1 立に対して部分的な変形，不動沈下等があってはならず，

( ii )  70億円 もの坑要な胞設を 保護するためには地震， 台風， 火災等に対して

極めて安全であり . ( i i i )  . i 1 l ! 転{ 使用) 上には安全便利. ( i v)  保守には楽で

金のかからないこと ( v) 施工には機憾の倍 付けに平行して緩急自在工期の

調節が111来易いこと， ( v i)  llt 後に見た R には段終40万k . w程度の大発電所 と

してふさわしいどこかダイナミツクなものが感じられればといったようなごく

平凡吋 り1聞のことしか 時えませんでした，
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株式会- 11 間 前l 吉 本 夫

火力発屯所 建築に 際しては ， 機械との ｬ 珂聯が多く ，只 さえ煩 ｴ ｬＮ、工 ｊｾ ｉ であり ， 又米国の設計 図 が完 了 しないままで急 拠 本 工事 に突入した 訳で ， 多

大な不安をもって ｘｾ 工した訳であります 。 しかし米国より派遣された技師とｼ湖沼側 の 良 き御 指導と御縦慌 の御 隊で ， 両者より要望された出 ＱＱＳ を，

より短縮し て 竣功 ｕ Ｎ ｉ 米 まして ，大 変脳しく思っております。次に施工者の立場から団 組 して見ますと ，①工 ｊｾ ｉｉ ＺｉＮ送電開始予定日より逆 算 して決定

されたもので， 施工中いかなる隠密が起きても尚かっこれを排除して工JUI に! 日lに合せなければならないニと。即ち工程の 60% は徹夜作業を遂行

し，特に厳冬の 2 ?' 月にわたり 200 尺のデリツクによるエレク ν ョγ の組立を終夜作業で強行したこと。②発¥ @i 建設の特異として機械の倍付 と

平行して行はねばならぬので，我々独 自の立場で胞工出米ない こと 。①米国借欺による段初の火力発;G所であり ， 米国側に日本の技術を，未開発

国同様に見る癖を是正させたいと終始緊張してベストを尽したこと 。@ 木工事1: 1. 現地! 児屯の皆様の御好噂によるは勿論でありますが， この限雑な

工事が予期以上の好成綴をも っ て竣成出来ました こ とは， 下 請の諸業者 ｾ￉ に機械据 付 業者が打 って 一丸となり御協力された 賜 であると深〈感謝し

ている次第であります。
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早 川 電 機 工 業 株 式 会 社 設計・施工 清 水 建 設 株 式 会 社
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玄 関 ホ ー ル

所 在 地 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 川 辺 町 25 市 地

正 I国 防 段

情 造 鉄筋コソクリート逃 5 附w .  一部地問

/;Ii さ 51. 1)，

ｷ 策 ｬ ｛ￍｊ ｦ，ｾ 370. 42坪

延 而 梢 1603. 90同一

1.: JUI I1H 栴I 3  0  '1' 9 月 - I1M .fI I  3  1  年 7 月

外 部 仕 上

!i!: 4  c m !'J j } ラコ Y モ ず ( :;:!f ( J レ'm。一 郎

人m石小叩 j- I1 J也切仕上 。

I 隣住' l ' ! グヲニット悦- l l ! l - 4 : 石i;no

正 i師!) ! 寄せー 7 ｾ＠ Y  jJ ータイル娘。

内 部 仕 上

玄関ホール J，I， :  Ｚｲヲゾ一日 ｦｬｬｬｮｾｴ ｬｬｊ 也隙 入 。

ｾ＠ ホモトー γ およ びテラプープ

ロ ｙ クＧｊＱｾ

天 井 ベニヤ j J " V - i / ヤ鋭ベソ

キE色。

役 n  =主 w  リノタ ＨＱ レＧｊｬｾおよび紙 ｦＡ Ｈ敷

! i ! : @! 木制!'in7 リヤヲ Y カー仕上

天井 アコース 1' -;/ クテ - ; /7 スリ民

一 般 '11務:1:; J，Iミ アスタイノド Ｇ［ｉｾ

ｾ＠ プラスターまたはへニヤ 板ペ

Y キスナ Y プル {l; 上

天f!' :  i / :;t クイ 塗



早川屯機工業綜式会 ｾｉＺ ＭＧ ド ｬ 師 図

階

1， 玄 関 ホ ー ル

2 交 付

3. '! i 務 ?ii '  

4.  スクリー ン ｾｴ 応援可 ｦ

5 応 傍 若三

6.  iJ! 1-< 進

7. 従 業 H I J¥入門 ホール

8. エ レ グ エ - :Y -

9 湯 沸 屯

10. 手 洗 及 び {JI! IYr 

階

1. エレヅエーターホー ル

2. 受 I't  

3.  i!'  務 五

4. 役 只 ヨ包

応 11 
{  主

6.  JI! 主主 宝

7. 卦E z: 3i 

8. エ ν ヲ エ ー タ ー

9 湯 沸

10 千 洗 及 び 便 所

Ｑ ＱＮ 写ｾ Ｇｾ スタジ ョ ｴ

12.  m 括 主

3 階

1. エレグエ - : Y ーホール

2 交 付

3. 事 務 室

4. 役 只 室

5. ス ク リ ー ン 式 応 援 室

6. 図 曾 室

7.  l I ! 会 場

8. エ ν ヅ エ ー タ -

9. 湯 沸 主

10. 乎 洗 )j_ ぴ {JI! i肝

11 映 写 室

12. 化 学 実 験 室

13. 防 省 主

4  階

1. エ ν ヅエ ーターホール

2. 受 !ナ

3. m d五' "  ::ii 

4.  )民 乃、 主

5. )(; J1( ｾ，＠

6. 食 y: 

7. iI l  m 

8  ニz ν ず エ - :Y -

9. クローク} ) . 湯 沸 宅

10. 手 洗 ) ) . ぴ 悦 所

11. 予 備 五

‘  
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清 水 建 設 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 商 品d 江 通 2 1  

鉄筋コ ン夕 日ー ト 5 陥処 地下 1 階

約243. 67Pi'

地階 67. 05跨 . 11塘 63. 77坪. Ｒ ｾＵ 階 72 

02坪 搭 屋3.101平 計422. 00坪

地盤よ り5階 パラペ Y トま で 19.4 5 m 

1  9  5  4 年 1 1 月

庖

A 企』

: Do 式株

支

開園E

互中目宅

阪
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設計 ・施工
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蛍 光 灯 病 生J : ! J l 学者から Ilfl いた処では ，最近米凶の医学雑誌に坐光灯病というのがボツ

ジ ヤ ン ・ マ レ ー

ボツでだしているそうである 。 Ｎ ＱＱ 寺いわれた ＱＱ 出 ζｼ 刻するような ＱＱｴＩ 古 Ｑ ＱＨｪＧｾなもので

なく ，全身的なものらしい。詳細11はIUI いていないが，太陽光線と巡う組成の光

がその原因だとの乙とである。人間の j心部的疾! . ! ; ¥の研究は i住んできたが， 全身

的になると医学でも ，あまりやられていない。 ましてや建築のいわば二次的な

影特になるとなお之し P o 1m窓の場合でも ，使用11相自の総な i9r ｩＮ ＱＧ Ｑ 労務代ｽｾｬｉ ｃ 助

けを求めうる 。その }. IJ，で ，建築家は人間の適応力やナレのおかげで随分以Jかっ

ている者の一人であろう 。反省過剰でタデスクムのもマイナスだが，グイタミ

ンi l : 射の濫mも避けたい。 1' 1然そのものといえる日本人の生活からはもっと機

械を利川すべきであるが，自然程安くて良いものはなし 3から ，11然の. Rい処を

とわさずK 利mするような機械の使い ) j をしたいものである 。そのためにも ペ

ニ ν リγν ョッ クに止らず，宇宙線その他自然、の人 I:J.I IC作用する神秘ヅJ 角I(， IYJ の

研究が進んでほしいものだ。 (TK)

日仏合作の|決 Itlli を似るために米朝'1' のジヤ; / . マレー lζ イy ターグ ューした

記者』が， r私は a la  mode ( 流行児になる ζ と〕を' d成している ，それはや

がて d色mod色( 流行おくれ) になる乙とをむ l比するのだから 。」 といったマレ

ーの 言 民 κ 深く感銘した 。 と会見 記 ｬζｾｌ している 。 記者は人 気 稼 業 ともいうべ

きrJH:段lζ 乙のような再来を期待していなかったのであろうか。 しかし ，これは

fJ l俊として立派な心情えであり ，また人間の生き j j として紋もまともな態度で

あるというべきであろう 。

ｊｫ 々の ｋ Ｑ Ｑ Ｒ 長も ｾ Ｉ， 一 般 に ￠ la  mode であってはなるまし '0 LI ならずして

d色mod色となって悦い受を天 口に l燥すことになってはな らないのだか ら。

戎々は近代建築としての高いJ : ! J l 惣を追っているのだ。そんな料部な態度で設

計をしているのではない と思い込んではいるのだが。 (SK)

壁 壌 の 侵 入 街WLl:i、先より際投の砧 らない1 J 止も治潔な部屋を要求 されている。床はともか

くとして，水平副加を持つ物はすべて艇が均! 積するので許 されなし〉。 まづ，況と

は鉄付では駄 1-1であって鉄筋コンクリート染になる 。ナ ッν ュも筏t ' 1' がアクト

で，ガラスプロ ックになる 。壁も銀むらを考えると，傾斜させて内イJ l I]IC fi:lj す必

要があるが，扉の |卜. はいたしかたなし 〉、。 完全』κζ はできない4利:111.談炎である 。l仏幽L坐世叫4挟突の

吸 l' ド 汁，

メラ のアナスチグ 7 ツ トの合せレ y ズの '1ド"κζでで、も 入 るか ら2不干不4忠 j議:益な もの で あ

る。先 LI ラヂオの '1' を1mけて*f J ¥とみがフトンの物お' あ ったのには 驚 いたが，

}'I: ， .J:o:q: jj( ) CJ I' の府 l室では 論外の話であって， 仁1* 人の 住nw刊には一二ちを ぜする

問題であ ろう。 (SO)

建築の眼・建築の眼 : 担当 50音順・足立孝・岡橋作太郎・佐野正一・深尾実郎・陶浪貞彦 建築の眼・建築の眼
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設 備 と 建 築

一一 設 備 界 の 当 面 の 課 題 と 建 築 界 へ の 希 望 一 一

主 催 日 本 建 築 協 会 編 集 委 員 会

一一ーは じ め に一一一

司会 お忙しいなかお集りいただき，ありがとうござ

います。本臼は広く設備界に属する，建築事務所，官庁，

絵、合請負，設部jj ;! 誌，教育の方々にお集り願ったわけで，

今日の設備は音のような附徴的な設備でなく ，主主築に と

けとんだ有機的な1紫りのある 設備であろう と思いますが

そういう点を筋道としてお話を進めていただきたいと思

います。

設 備 計 画 に つ い て

司会 まず，設備設計における 総本 というか，第一歩

というか，そういったいわゆる設備計画の進め方につい

て考えなければいけないと思いますが， 設計事務所の方

はどのようなやり方で進めておられますか… … お話願い

たい。昔は詳細図が出来上ってから後，いわゆる附帯・的

にやっていた例があったが，最近ではとの点についてど

のようにやっているか，有馬さん，いかがですか。

有馬 最近の建築設備は全工事量に比して相当大きな

比率を示している。 音のもの とは違って，現在は装飾的

なものに費用を使用するよりも，建築物の機能化のため

に費用をかけている。それ故に基本計画のときに設備技

術者は建築設計担当者と充分協議している。たとえば，

空調設備を要する建物の場合は，基本計画のときに使用

するジステムを決定し，空調の基本的な計算が行われ，

ダク トν ャフ トの位置，大きさの決定等をなし，天井高

の納り ，その他設計全体が困ることのないようにして進

めている。

司会 とのような点について，官庁ではどのようにや

っておられますか。

河村 私の方の建物は，一般の建物と相違し，通信機

械設備に重点がありますので，建築的設備のプランニ γ

グは一応通信設備計画が樹立した後， ζ れに合せ考える

が，種々な面で通信設備との関連が深いので，比較的基

本計画には困難があります。

司会 私たちのようなあまり実務をしらない者ーからい

えば，いろいろ問題があ るのではないだろうか。たとえ

ば床が設備機械の重量に耐えないようなととが生じない

か。細かい点でいろいろでてくるのではないだろうか。

綜合業者の立場でごらんになっていて，どうですか。
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右黒 その点について，最近全然なくなった。戦前に

起った ようなトラブノレはほとんどない。たとえば，私の

方においても，建物の基本フ・ランができる頃は，設備の

計画がほぼ出ているので， 守以上のようなととはおとらな

し、。

司会 仕事をする方として，設備関係の方から建築に

対する要望や，また希望などを自由にお話しいただ含た

い。小川さん，どうですか。

小 川 いいたいととは非常にたくさんあ るが，要する

に建物あつての設備であるから，“ 建物に相応した設備で

あることがもっとも望ましい" ということをまず申上げ

たい。官署においてことにはなはだしいようであるが，

建築設計者が) 定の予算のうち，建築資にほとんど全額

をかけるような延面積や内容のものを設計決定し，申訳

ばかり残した金で電気も衛生工事も施工しなければなら

ないのがよく ある。当今でもとの弊はなかなか改まらな

い。非常に不ツ D合に貧弱な設備をもっ建物は，結局，

維持修理，変更の諸貨を多く要するようになり，不便な

非衛生な建物になる。衛生工事は暖冷房と違って年中無

休に使用し続ける設備で修理のひまもないものであり，

堅実な施工であるか否かは使用後10年ぐらいも経なけれ

ば真価を認識し得られないという，はなはだ地味な設備

設 備 nl a : 賞会

日 時 昭和31年 7 月 6 日( 金) 午后

場 所 大 阪 建 設 会 館

出 席 者 ( 順不同盟主事部略)

事 16 所 関 係

有馬 正 Ｈ日ｾ彼自十工 ＱＶ ｋｋ 大阪司 ｾＱＶ ｲ 肝次長 ・ 工 ＱＶ 部長Ｉ

石原禎ニ (K K大阪建築U l 16所設備係長)

官 庁 関 係

河 村 寅 Ｈ日本沼健 筒括公社近世 ｾｭ 通局 ｭ 集部設備係長 Ｉ

ti，合官官負関係

高 橋 誠 義 (K K大林組依仰線長〉

石黒次郎 (K K竹中工君臨庖制n部長)

設 備 梁 関 係

小 川 誠 耳 ( 斉久工業K K取締役〉

伴 秀雄 (K K西原術生工業所大阪信取締役社長〕

高 顕 三 義 ( 東洋キャリア工業K K大阪支庖長)

柴 田 文 三 ( 高砂勲学工業 K K大阪支庖長)

教 育 関 係

前 田 敏 男 ( 京都大学建築学科教授・工悶〕

編 集 委 貝

司 会

石原正雄 ( 京都工芸繊維大学建築科助教授)

須賀栄一 ( 須賀工業株式会社)

上林f尊雄 ( 大阪市大家政学部住居学科購悶)

佐野正一 (K K安井建築事務所取締役)
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であり ，事故や故障は直ちに住居者の不便不快を来たす

ものであるから，軽視した予算の採りかたは自重願いた

い。それでも 30年前にくらべれば，建築，設備双方とも

関係者が理解を深めてきたから，大変わかりが早くなり

はなはだしい誤解や怠見の宇宙廷はなくなってきた。考え

てみると，一応ここまでの進展をみるまでに30年もかか

っている。物事は性急には発展しないものだと ，老境と

いう年令になったとのごろつくづくと思うことだ。今後

ともあせらずたゆまず，双方関係者がお互に寛容に話し

合って進んでゆきたいと念願します。

コジク Dート構造の便所 ・洋風パスのある浴室 ・料理

場などのwに，勾配をつけて床排水用 トラッ プをつける

という怒習が，いまだに捨てられないのは私には不思議

でならない。若い建築士の方々は，とのような旧習から

早〈勇敢に総脱していただきたいと思います。床を水洗

いするのは車庫内とか市場とかいう性質の箇所で， 一般

建築物内の床は廊下の掃除方法と同一でよいはずです。

水i先いするために床に勾配をつけたがる。広い便所では

ν ジダコンク Dートの)!!j[. さが 30c mにもなるところがあ

り，和風大便器などは全部νγ ダ内に埋込まれ，そのた

め完成後の建物床の収縮期に抗し得ず破損してゆく とい

う事故が，ととにちかごろ目 立って続出している。また

わが国にはいまだ衛生工事規準も条例もないのだから，

使用を禁止する権限をもっ者がいないので，なんとも

思わず使用しているが，いわゆるペノレ形床トラ v プとい

うものは，非常に不完全なもので，ベノレをはずせばすぐ

下水ガスが室内に速l也なく上昇可能であり ，アメ Y カで

はもう 30年以上も前から禁止している品物で，それのみ

ならず，床トラ ? プはなるべく設けないよう にしていま

す。かならず水洗いをしなければならないような床以外

は，とか くトラップの水封が蒸発して， いつしか下水ガ

スが漏れやすい危険があるからです。

一重天井との問]のブト コロの深ナ( 高すといっても よ

い) というものも，従来から問題の多いところですが，

天井裏における排水横管の勾配は，管経 3" までは %0，

4"以上は 710。が許容伝緩勾配であるから，これだけは

充分採り得るだけのフ トコロ 深を考慮されたい。もちろ

ん術生工事者においても，いかにしてとの深さを少〈採

り得るかについては，不断に研究しなくてはならないと

思っています。

多層建築物では，少くとも主たる便所その他衛生録具

の相当数集っている部屋には，それに近接して諸立管用

のν ャブトを設けるととも考慮願いたい。それも人が入

って修理，操作のできる大きさに願いたい。床面積をで

きるだけ広くしたいととは，経済上からみて充分わかる

が，とのととの全然無視された設計図によく出会いま

す。

工事中の設計変更で，ある階の窓ぎわなどに洗面器や



流ν がポツ 9 と増設されるととがあります。たとえ一個

の器具でも給水湯，排水通気各管は，その全階を通じて

立上りまた立下るわけで，本箱を一つ置くようなわけに

はいかない。その上下の各階に配管が銀出する。との ど

ろのように各階ごとに借室人が違う場合，他の階の借室

人は迷惑なことだと思います。とういうことは業者から

いえば仕事がふえたわけで結構な話だが，あまり体裁の

よいものではないから，ぜひ最・初から充分考慮願いたい

のです。

窓 と 日 射

一一廊下は快適，EE躍 は暑い一一

司会 今日はみなさん，設備界のエキスパー トがおい

でになるので，それについて，一般の建築界に対してい

ろいろのど芯見があると思います。デヂイナーの建築表

現上からの立場からの要求もあり ，また設備の側からの

希望との聞のズレに対していろいろの問題があるのでは

ないでしょうか ? たとえば、ひとつに，先程のお話の

ようなスペースの問題がかなりあり，また一方、質的な

問題として，建物の熱的性質，たとえば全面ガラスの問

題などについていろいろあります。建築自体の質をあげ

るためにやはり努力して，建築も設備も協力してやるべ

きでしょうが，そんな点についてどうですか。

柴田 最近窓ガラス面が大きくなってきた。 とれは当

然のととと思います。冷房ーについては普通部屋の空気自

体の温度と湿度が対象になっているが，窓際からの縞射

がどうきいてくるかも問題です。ー般にヒソレなどの空気

自体については，廊下は室内より条件が悪いのであるが

笑際は廊下の方が涼しく気持がよく感じ，窓際は随分暑

い。窓が大きくなるにつれて，こういう傾向のむずかし

いほてりの問題がおき てくる。太陽の輔射エネルギーは

窓ばかりでなく ，壁面，屋根などにも同様重大な影響を

なすのであるが，特ーに冷房時相当な熱負荷 となるガラス

面からのものに対しては充分考lむしなければならない。

これは直接的に室の空気自体の温度上昇 としてきいてく

るのであれば処理しやすいのであるが，前にもいった よ

うに，ほてりとして近くの人にきいてくるので困るので

す。また，よ く使われている室内のベネジア Y プライン

ドであるが，とれはいまお話しのほてりのもととなって

いるのではないでしょうか。ととにこのプライ γ ドエレ

メシトを日射に直角にして使用して，大きな商mから対

流放熱さ せたり，人聞をほてらせたりしている。 室内へ

おくブラインドではむしろ布製のいわゆるカーテ γ の}j

がよいのではないかと思っています。

前回 そのように窓硝子面が大会くなり，暖冷房の負

荷が大きくなり過ぎるような場合に，建物の設計者に忠

告する ようなととがあるでし ょうか?

柴田 そうですね，ほてりの影響のある場所，いいか

えれば，ほてりを受けて暑く感 じる位置にいる人へ重点

的に強力に冷房装置を講じる とと，簡単にいえば，その

場所へ冷風を多く供給する とい うと とも，本質的にはほ

てりを防止はしないのであるが，いまのととろ，やむを

得ない方法のひ とつでしょう。また窓の外部へつけるい

いプライシドがあれば，非常に効果的です。

ダクトスペースと機械室の広さ

司会 設備の経済的な設計 という立場で建築をみると

き，建築の設計者に対してそのような立場からの要求に

ついてどうですか。

柴田 やはりダクトですね。( 笑〉 さきほどいったよ

うにしょっちゅう問題となっているのはダク トで，これ

はしかし絢くするといっても限度があります。風を通す

ダク トには縦の主ν ャブトと様の校ν ャブ トがあるが，

何本かの縦の主ν ャフトの各配置のをめ方によって非常

にちがってくる。

石原禎 建築で設備をよく知っている人のプランはや

りやすい。

柴田 それから外気取入口についてでありますが，特に

それが煙突の近くにある場合があるのは感心いたしませ

ん。大層よごれるから。

司会 こんな点について，東洋キャ 3 ア工業の高頭さ

んどうですか。

一一修理を考えたスペースがほしい一一

高頭 柴田さんのお話のダク トスペ ースの外に機械室

のスペース について，それはメ イγ エンジンのある地下

司111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

日建設計工務の有馬です。本来

の業務は工務ですが，前任者が

病気のために只今設備の担当 も

マネージしております。との建

物には どういう 設備のあり方が

いい のかと い うようなととを相

談 して方針の決定を してお りま

す。

k 有 馬 正

大阪建築事務所の石原です。仕

事は設備関係全般で，計画から

製図から全部事務所でやってお

ります。

石 原 禎 =
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の機械室のととでありますが，施主の経済面より制肘さ

れる場所の関係上かも知れないが，機械全部据えつける

とせますぎる場合が多い。特に機械据付後の修理時の際

に，機械を持出すときに修理外の機械もはづきなければ

ならず， これでは困る。できるならば機械室のスペース

を据えつけて後に，修理に外に持出し可能なスペースを

設計の当初から考えてほしい。

上林 スペースが狭いということは，いままでの資料

集成や何かのいろいろの本にでている基準，坪当りいく

らというような基準によった面積によっても，なお，そ

れでも狭いのか，どうでしょうか。

高頭 最初にはそのスペースでもよいが，さきほども

いいましたように， 据えつけた後の機械を取り出しての

修理に可能なスペースがほしいところです。

司会 設計方面においてはどうですか。なかなか切実

なととであると 思いますが。

石原被 最初にそういう点を考えてやっているが，プ

ラシの関係によって考えます。

石黒 よく問題になる点ですが，綜合的に建築の設計

施工を受命したときなど，建物の能率と予算を考えすぎ

るため，機械室面積の狭少な例がとまどきあります。な

おまた工期が少いため，設計が充分完了してない時期に

矢板打ち，堀方など着手することがありますが，こんな

ときはとくに注意しております。要するに設備工事に対

する 一 般の認識を広めるととが肝ｾなととです。

小川 衛生工事用の機械類は，暖房冷房用のそれに比

し小柄のものが多いので，据付面積の比率は小ですむが

管理操作上から一定の位置にま とま っていた方が好都合

なこともちろんだ。近年はこの点も非常に合理的に考慮、

された設計が多くなって助かるし，あまり問題になるよ

うなととも少くなった。とれも過去30年を経て，ょうや

くことまで常識が進んで来たのだろう と思っています。

背は衛生工事用機器類のことな ど考えて あるのかしらと

思うほど，他設備の機器で満員の図を波されて，せまい

階段下へ紙狸にポンプを据えたり，ずいぶん衛生工事の

機械配置は虐待を受けるのが常だった。また当時の建築

大家の中には，機械室の大きいのなんぞは自慢にならな

い。せまいところへうまく落着けるのがクデじゃないか

というので，ポンプをタナの上にのせたりして，得意に

なっていた人もあった。しかし，とのようなととでは非

常に不便だし，事故もおとりやすく，操作も敏活にはお

となえないから，とこまでせまく追込むととはよくない

と思う。

前回 設計する ときに考えがそこまでいっていないの

ではないでしょうか。人間の動線を考えるように，機械

室も修理のととを考えて，その動線を考えておいてもい

いのではないでしょうか。

有馬 それは考えています。一応機械の配置につい て
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も度々修絡をする機械 と，非常に故障の少いものとを考

慮して配置 している。最近では慾築の設計ができ上った

とき，主な機械の配置を考えているから ，それを確認し

てからでないと，図面を出さない。私どもがやかましく

いっているのは，もう少し機械のきれいな配置をしなけ

ればいけないのであって，単に機械をおくだけでは.いけ

ないと思います。

小川 新建築物の見学をする機会がしばしばあるが，

機械室を見回しただけで，工事を総括した人の人柄がう

かがえるものです。機能はいずれも間ーに仇いているの

だが，雑然混然として，品物を片付けてある物置のよう

な感じのするのもあるし，スヲキ D と整然としたのもあ

る。 けっして広い狭いばかりじゃない。同ーの機械でも

雑然としている と能率が洛ちるような劣った機械の よう

な気になってくるものだ。こんなことも建築監督者ばか

りのせいではないでしょうが，設v商業者も相共に戒心す

べきことだと思います。

一一設備の質をおとす施工中の設計五E更一一

伴 施主の意向で施工中のプランの変更があるが，と

れは一番困る。以前にある建物の地下室の厨房の工事を

したが，路工途中でプランが変更になり，厨房であった

ところが金庫となって，その隣りに厨房が変ったことが

あり，図面上では簡単なことではあるが，配水管を基礎

梁の中に打込んでしまってあるので，どうもっていった

らよいのか非常に困ったことがありました。こういう施

工途中のプランの変更には手を焼く。

柴田 一度変更する と，自にみえて 設備の質がおち

る。

伴 変更はなるべく早くやってほしい。

高橋 どんな建築でも着工から竣工まで設計変更のな

いものはないが，大きな設計変更あるいは未決定のもの

は可及的早期に決定してもらいたい。竣工日が近づいて

からの変更あるいは決定ほど辛いものはない。設備の方

では部屋割が変れば，冷暖房のダクト，吹出口，照明器

具な どの位置替えが，大抵の場合これに伴うもので，温

湿度の条件が当初の設計通りにいくかどうかもわからな

い。また，洗面器一個，後から増設になっても ，給水，給

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111  

日本電信電話公社の河村です。

私は実は，経験が浅いのですが

設備の計画から完成と保全管理

の統轄までを一切やっておりま

す。

河 村 貫
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湯，排水，通気などの配管が伴い，厄介なものである。

最近は設備が次第に高度化しているので，一寸した変更

でも，細部に多くのやりかえを必要とする場合もあるか

ら，設計変更はできるだけ早〈決めてもらうよう ，建築

家も よくこれを理解し ていただいて共に施主にお願いし

たい。

前回 機械は コシパク トに配置するのが よいと思いま

すが，将来，機械が大きくなる というようなととはあり

ませんか。

高頭 冷凍機についていえば，従来よりは小さくなり

つつある。

前回 現在， コγ パク トに して入っておれば，将来は

それで十分なわけですね。

高頭 いい と思います。

有馬 地下水のなくなると となど， 先を見越し て考え

なければならな いでしょ う。

地 下 水 の 問 題

一一クーリングタワーと河水の利用一一

司会 いま ，地下水の話がでましたが，とれに関連し

て， いろいろ問題があると思いますが… … 。

須 賀 大阪市附近の地下水は地盤沈下に密接な関係が

あって，大阪府港湾謀総本技師の談によると ，工場用水

も含んでの訴だが，昭和に入って昭和13年まで次第に地

下水の使用誌が増加し ，その後，戦争の関係から，曲線

は下降して使用E は昭和21年， 22年が底になっている。

昭和23年から再び昭和30年まで急激に使用量が増大して

27年頃すでに昭和13年の戦前[ 最大使用誌を上回って，現

在逐年増量の方向をたどっている。地盤の沈下はとの使

用水誌の曲線に全く並行し ，現在，それは使用水虫の増

加と ともに甚しく大いに憂慮すべき状態にきているよう

です。したがって，地下水の使用については，この面か

らも ，地下水にのみ依存ーする考え方は修正しなければな

らないのではないか と思います。

高橋 いま ，ニューヨークで実施されていて良好な成

絞をおさめている空掘り井戸，すなわち使用した地下水

を元に戻すというととは，日本ではできないのか，やっ

ても効果が少ないのか，疑問ですが… … 。

伴 衛生工事で，地下水を雑用7}くに使う場合，井戸を

掘って，その処理主事をやると，設備授の金剰と水道料金

とが大体閉じぐらいになるとともあるので，経費の面か

ら，将来を考えるとーつの研究課題と思います。

有馬 水質によっては利益であるとともある。

柴田 井戸水にも予冷，予熱 という利点があります。

したがって， Al l  Fresh  Ai r  System という方法も可能

です。

前田 地下水の使用制限な どありますか。

河村 さいきん，通産局で工場等を対象にして，地下

水の使用状態の調査をおとなっているようだが， とれは

地盤沈下の防止を目的 とし，将来工業用水の給水計画の

資料とするためであろうと思います。

前回 使用制限されると困る建物は…… 。

須 賀 ノ号ーケー ジドタイプに水道水を使用しているの

で困っている。

伴 大阪西部では，工業用水としての水道ができてい

るが，将来 ζ れを普及して，地下水はできるだけ使わな

いようにしなければならない と思います。

小川 とれらの地下水の問題は，東京でも大阪でも問

じです。

須 賀 地下水の問題は，都市計画の問題とも関連しま

すね。

前回 いつまでも，井戸にたよるのは，いずれゆきづ

まるのではないか。他の技術的方法I ' t ?

有馬 ひとつには，地下水がなくなる と，ク ー リング

タワーが必要になるのではないでしょうか。クーリシグ

タワ ーでは，冷凍機のパワーが増すので，スペースは増

すととになる。

排水をすると， ｪｾＱ 水料金がいるので，ク Ｍ ｶｙ グタワ

ーを作るのと 1. y トY になる。

ζ の点から将来地下水のi悶渇を考慮、して，ク - vYグ

タワーのととを考えにいれるととは必要だと思います。

その場合， ピノレのク - vYグタワーはその位置と形を

よく考えないと，建物の外観と調和しないようになる恐

れが多分にあるので，美観」二，気をつける必要があると

思います。

石黒 大阪は河が多いから，ク - vYグタワ ーの代り
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大林組の高橋です。設備課の方

l仁関係していますが，元来は建

築の方で，終戦後しばらくして

設備の方に変ったのでまだ経験

が浅い。今後建築と設備との関

係を緊密にして，綜合的な立場

でもって設備をみていきたいと

思います。

高 橋 誠 事 襲

竹中工務庖の石黒です。設計の

当初から竣工の際まで，非常に

広い範囲を専門業者の協力を得

て設備係を担当しています。建

築と設備とをよりスムースに進

めること，建築にたづさわる者

に設備をより感発するという意

味において私の任務がある と思

います。

石 黒 次 郎
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に，河7 ] < を利用する方法があると思いますが，そのJ点有

馬さんのご怠見をお聞きしたい。

有馬 河7 ] c の温度と濁りについてしらべていますが，

温度は大体 24

0

C コγ スタントで使えると思います。た

だ，濁りの点では，台風のときなどにひどくなって問題

ではありますが。

石黒 とんど，河水利用を研究することが必要になる

と思います。

衛 生 工 事 に つ い て

一一本当の衛生工事はこれから一一

司会 水の問題に関連して，衛生工事の設計 ・施工に

ついてはどうですか。

小川 衛生工事 ( Pl umbi ng) は現在アメ Y カがもっ

とも進んでいると思いますが，わが国の衛生工事はその

発足以来，全面的にアメリカのマネだといってきしっか

えない。それもただ単にアメ P カ規準や条例の紹介が大

部分であるから， shoul d を知らされるだけで，その理

由についての研究はあまり霊視もされないし，知らされ

もしなかったので，それを安易に，もしくは見当選いま

たは誤解あるいは軽視して，国情と経済上から妥協した

設計 ・工法によって今後に及んでいるというのがきわめ

て概括的な実状である と私は思っています。“ 衛生" と

いっても，金持の衛生観念と貧乏人の衛生実態とでは相

当に程度ーが違います。とれはただに衛生工事のみではな

い。手近な例で，カとハイの撲滅運動にしても，その実

行能力や効果がどうなっているかを考えてみたらすぐわ

かる。 要するに，ま だ衛生工事規準も法規も条例さえも

ない一一つまり，厚生省とか建設省とか，まして都府県

市においてすら，とれが制定の必要を感じていないくら

いの認識しか衛生工事に対してはもっていないのである

から，現在実施されている衛生工事は，名前だけは衛生

でも，正規の軌道にのったものではないと私は考えてい

る。そして，関係当局がその必要性を感じるまでに常識

が発達してくれるのには，なかなか問がありそうに思い

ます。いくら早くてもあと 20年はかかりそうである。私

は私なりに早く軌道にのせなくてはならないと相当あせ

ったが， との四等国では万般の物事に性急は寄与物だと，

ようやくとのどろ気がついてきた。

とのような次第で，現在では国情習慣に直結した衛生

工事の資料はほとんどないし，研究もされていないとい

っても過言ではないと思います。万事アメ Pカのマネに

過きf ないから，何どとによれ， shoul d  ( not) beをな討

詰めてゆくと，ノレン i乞腕押しになってしまう。 3らしい

話です。よく大したアヤ 7 チもなく今日におよんだと，

いささか不思議なくらいです。だがもうそろそろ，衛生

工事もととらでー段だけでも上らなくてはならない時期

にきたような気がしています。一ーというようなわけで

はなはだお恥しいが，P ; の衛生工事が実施されるのは，

とれからの関係者の努力に待つととろ非常に大き いー工

業である。ともかくそれまでは， との業に携わる者ーは，

衛生というととに誠実な人であってもらいたいと念願す

る。わかりよくいえば， うまくやってワンともうけよう

と思えば，どとかで工貨を浮かす余地の多い自由のある

業種だから，ひとつとの仕事で方カマをおとそうという

ような金に執着の強い人には，関係してもらいたくない

と思うのです。

一一煙 獄 験一一

司会 衛生工事の質を高めるためには，何かよい方法

がありますか。

小川 アメ P カでは，衛生工事の最終試験として，煙

試験または蒋荷試験をせよと普から規定している。器具

も取付け， トラ? プを水封したあと，つまりもう使用し

てもよい状態に完成したとき，排水通気系統から下水ガ

スの漏るととろがあれば，きわめて重大な非衛生だから

それがあるかないかを確めるためである。しかしとのと

とは充分知っていながら，わが国ではこれを実施せずに

安易な逝水試験で間に合わせてきた。通水して漏れがな

ければ下水ガス の漏るわけがない という，貧乏人的論理

によっていたのである。ところがだ。試みに排水通気管

に煙を導入してわずか水柱1" の気圧試験をしてみると，

立派に通水試験に合格している系統の相当な箇所の接合

から， 一方ならず漏煙して，その系統が使用されたあか

つきには，いかに下水ガスの相当t誌が自由に室内へ漏れ

てくるかを現実に肉眼で認識させてくれた。過去30年以
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斉久工業の小川です。主として

衛生工事をやっております。衛

生工事は人体衛生K 直結する重

要性をもっているのですから ，

その使命の震大を意識して業務

に従事しております。

小 川 誠 耳

西原衛生工業所の伴です。 30何

年も衛生工事にたづさわってき

ましたが，給水衛生設備をもう

少し今日の l時代にJ l . ll したものに

したいと痛感しております。

伴 秀 雄
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上の間に私の関係した術生工事はおそらく 1，000 件をこ

えていると思うが，とれを思うといまさら身内の凍る思

いである。凡人の常とはいえ，老いてますます悔を重ね

深める こと のみである。下手な絵師 と閉じ で点町? を欠く

のは，根本に衛生観念が貧乏根性だった証拠だと反省し

ている。とれが，術生工事の theory も practice もすべ

て借物で，ハラの無かったむくいだと 患います。

とまれ， 煙試験がいかに必要であるかは，つく づく と

味わされた。 今後は系統の大小にかかわらず “ 煙試験を

するとと " という 半行を仕様舎の末尾に魯添え ても らい

たいと，仕様設を作 る立場におられる人々にお願いした

い。一事が万事で，まだまだわが国の衛生工事 とは，と

の程度だと自 覚してもらって，関係者一同がともに勉強

も研究もして，少しでもp ; に衛生工事らしくなるよう努

力したいと念願する。現在実施されている衛生工事なる

ものが，もう立派な進歩したものだなどと患っていたら

トγ でもないととで， J l の衛生工事の本道が昨今 ようや

く見え始め，わかりかけてきた程度です。

工 程 に つ い て

一ー設備には償還締・ 調整の望書聞が必要一一

司会 現場での設備関係の仕事の進め方については，

如何でしょうか。

小川 現場の工程は，諸設備の関連を熟知 している建

築係員 と打合わせて，無理ができたり手)1債が逆にならな

いよう 充分注意して作成したい。

伴 たしかに， 設備に理解のある方が工程を作ら れ る

と仕事がやりやすい。つまり ，機械室，便所などを早〈

仕上げていただければ，仕事がスムースにやれて具合が

よい。でなく， 機械室な どを最後に仕上げられる と， 機

械据付の時間が短かくなり， 建物ができでも機械関係が

でき上つてなし 試運転な どに差 しっかえがでてくる。

須賀 との点，電々公社，専売公社等のように，建物

の竣工と，設備関係の竣工とを二段に分けて，建物の仕

上げを終ってから，設備の試運転 ・調整のために時間を

設けていただく のは大変結構だ と思います。

高橋 きいきんの主主鳴の工期は昔とくらべると，だい

ぶん短縮されているので，あまりゆっくりした工期はな

いようです。したがって，建築工事の主党工するとさには

設備工事は，たいてい大あわてで危く工期にすべり とむ

という状態で，建物引渡しのときには，機械の調節がま

だできていないととが多い。建物の仕上に関係ある設備

工事は，もちろん，建築と同時竣工でなければならない

が，調節関係等はできれば余裕をみて工程を三与え てほし

いと 思い ます。

石原禎 照明などは，建物の引渡しの際完成している

が，機械関係の調節などは引渡された後まで持越される

のではないでしょうか。

高橋 そうなんです。機械だけは設問しても，笑際に

伯くのは引渡 し後にな ると とが多い。

須 賀 よい状態にまで調整せられるには， 竣工後しば

らくの回数を必要とする。クライア Y ト仮. 1 ] の取扱者が少

くとも，その調整の佳に当るということが望ましい。こ

れも竣工までの工程に考えねばならないととだと思いま

す。

河 村 施主側からいう と， 建物 と設備の完成が問時に

行われるのが望ましいが，実際には建物の工程がおくれ

それにつれて， 設備関係もおくれてくる 。それで工事の

規模の大き いものは， 設備関係の竣工をおくらせ て完成

させている。が，その他については，建物と設備は同時

完成が望ましいと思います。

管 理 に つ い て

一一オートメーション一一

司会 建築技術一般について，みなさん方にそれぞれ

失敗談や成功談がある と思いますが，これを発表 してい

ただき，共通の知識 として建築の進歩に役立てたいと思

います。で，純技術的なもの，あ るいは施工，管理の問

題な どについてのべていただきたいと 思います。 近来，

雑誌などにでている，いわゆる“ 新建築" なる ものが，

後々使っていてどうなっているか，そういった点につい

てもお伺いしたいと存じます。

伴 私が痛感しますのは，設倣は生きて いるもの，す

なわち動的なもの放，保守 ・管理を充分やっていただき

たいというととです。設計 ・施工をいくら充分にやって

いても，保守 ・管理がゆきと どかないと， 全く無駄にな
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東洋キャリア工業の高頭です。

私の方は冷暖房工事 と，工場で

冷凍機を製作し てい る会社です

私は大阪支庖で manager をや

っています。

高 間 三 革委

高砂熱学工業の柴聞です。私の

会社も冷房 ・暖房ーだけを主にや

っています。きいきんとくに冷

暖房，互のiE湿度調整の要求が

厳格になってをていますが，ダ

ク トの問題な どと関連して，そ

れ らを これから研究して ゆきーた

いと思います。

柴 田 文 三
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る。保守のよくゆきとどいた例として，あるミヮ ν ョン

スク ーノレがあげられる。 20年 ぐらい前に建ったも ので友

るが，管理がよかったため，現在にいたっても全然いた

んでいない。設備関係は，設計 ・施工はもちろん大切だ

が，その機能をよ く理解した保守 ・管理がゆき とどいて

いないと，全くいい設備も無駄に終るととが多い。建物

を使用する人に望むことだが，設備を充分に仇かそうと

思えば，血のかょった保守 ・管理に力を入れてほしいと

思います。

柴田 もうひとつ，伴さんのととばにつけ加えて，使

い方をまちがえないでほしいことを希望します。ととに

オートメー ν ョγ などよくのみとまれていなければなら

ない。

前回 オー トメ - i/ョ Y は一度調挫すれば，それから

は調挫しなくてもよいのでしょうか。

柴田 いや，いま の段階では， それは，しょっちゅう

みていただかねばなりません。オ ート メーν ョγ といっ

ても，完全なオ ー トマテイ? クではなく，いろいろ調節

しなければならないととろも，たくさんあります。

前回 設備の管理は， どういう人がやってい るんでし

ょうか。た とえば，才一 トメージョ γ を充分に理解して

いるんでしょ うか。

司会 との点，本日，管理者側の出席がなかったのは

残念に思います。

柴田 オートメ ージョンの方式は，設備の設計内容に

よって，大体決っ てくるも ので，そ の設計の根本内容を

完全にのみ とまないと 理解がむつかしい。設計者以外で

はどうしても分らないようなものもある。管理者がオー

トメ ーν ョシを理解するというととは， 設計の根本を熟

知し，なお主観的にも設計者 と同じ気持ちになっていな

ければならない。個々の機械器具というととでない点に

管理の重点があると思います。オ ー トメー ν ョシである

以上，管主主者は理解 しなくても，ひとりで動いてくれる

のではないか， とい えばそれまでだが… … 。

右黒 エレベ ーターの場合は，施工者が一定の期間，

その動作を保証し，その管理もよくゆきとどくような制

度になってい るが，とれは冷暖房についてもやれるので

はないでしょうか。

高頭 サービスというのは，お客の側からいうと，無

償でやってもらいたいのが人悩ーだが，施工の方は機械保

f1t期聞を過ぎた場合には具合が悪い。冷暖房関係も施工

仮IJ が，その動作を保証 していくためには，エレベータ ー

のような方法をとらなければ，工事面の経済がなりたた

ない。

これからは，取扱う人も科学的知識が普及 されて，将

来は容易に取扱えるようになるのではな いでしょうか。

科学的に取扱うと とについて，関心が払われる ようにな

れば，取付ける側も指導がしやすいし，したがって，管

理もうまくいくと思います。

前田 中小規模の建物の設備管理者では，精密な技術

を理解した人を置 くととは不可能に近いことだから，取

付けた会社が責任をもった方がよいのではないでしょう

台、。

高頭 オー トメ- i / ョY には，機械 と電気の知識が必

要で，現在での段階では，機械の取扱い方を知っている

人は，沼気の取扱いを知らず，電気の取扱いを知ってい

る人は，機械の取扱いを敬遠するといった有様なので，

現在はいまだズ ート メ- i / ョ γ の完全管理はむつか し

い。 しかし，とれ も取付けた会社側で熱心に，保守を指

導するととが必要であろうかと思います。

柴田 本来のオ ート メ- i / " Y は人がおらないのが理

想でしょうが，なかなかそこまでは進まない。

司会 衛生工事のオ ートメー ジョ γ はどうですか。

小川 エレベーターでは，将来ともに保守に任じる よ

う会社と施主とが契約をするという話がでたが，まと と

にうらやましいととで，衛生工事などは業者がお願いし

ても ，施主但IJ が不安に思ってきような契約はしてくださ

るまいと思う。エレベーター会社にくらべれば，衛生工

事業社などは小さな営業体で，浮沈常ならず，将来の長

期契約をかわすほど確固たる業体とは残念ながら認めて

もらえないのが，現状なのじゃないか と思います。 しか

し実状では，施工後何年を経ても引続き保守のお世話を

しているのはずいぶん多いです。

前回 もし ，衛生工事で方ー トメ- i / ョンを使うとす

れば，どとでしょうか。

須賀 水量使用状況の時間的変化を自動記録したいと
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京都大学の前回であります。

専門は計画原論，設備で非常に

範囲が広く，計画原論は科学的

( 物理学) に建物を作りあげる

ことの基礎であり，目的は設備

と全〈同じであって建築 と設備

の中介的な筏割を務めるべきも

のであると Z考えております。

前 田 敏 男

前回教授と閉じ立場にあります

主として自然換気，通風等の研

究をしておりますが，建築のグ

ヂイン と原; 論 ・設係! のからみ合

い，矛盾から出てくるいろいろ

な問題に関心を持ち，デヂイ γ

と設備の間にあって本質的な橋

渡しを考えてみたいと思ってい

ます。

〆 自

S 司会 石 原 正 雄

• 



思いますね。 これは管理上にも，設計計画の上にも 必要

なととと思います。

中 小 規 模 建 築 の 設 備

司会 大きな建物では問題はないが， 小 さな建物の環

境の調節には，単に大きなものを小型にする という だけ

でな く，独自の方式が考えら れ るのではないでし ょうか。

機械の大きさ ，そ の他についても いかがでしょうか。

前田 小さい建物を冷房するような場合，小 さい建物

は大きい建物にくら べて，床面積に対するロードが大き

くなるから ，小 さい建物を大きな建物の縮少したもので

ある というようには考えられませんね。

柴田 その意味では，もちろんいけないでしょう。

前田 小さい建物で，ク- ! ) ' / グタワーをつけるのは

能率という点からみて， どんなものでしょうか。その見

通しについ ていかがでしょう か。

高E頁 冷房の場合，弁水供給が不可能の とき，いまの

とこ ろ， 小さい建物でも ク - !) ' / グタワ ーを使う方式を

採っている。冷凍機の大きさにもよるが， 15，20 ， 50I P ぐ

らいの冷凍機のものでは，空冷式は不経済で，経済上か

らはやはりクーリ γ グタ ワー方式を採用します。冷却水

に市水を使うのは結様ではあるが，大変高くつく。それ

でク - ! ) ' / グタワ ーをつけて いる。

ク - !) ' / グタワ ーの重量は，屋上の強度上問題となり

ますが，大体，現在の建物程度のものであれば， 構造 ・

強度に不足を来 したと とはなかった。ただ大きなピノレで

何百噸の冷房用ク ー リソグタワーを据付ける場合は，建

物の強度を調査検討する必要があります。

ヒ ー ト ポ ン プ

ー

司会 空気調整の方式について，いろいろなものがア

メリカより入ってきて新 しいものがみられるが，極々の

問題で日本め状態にあわないものがあるのではないでし

ょうか。たとえば， ヒート ポンプな どいかがで しょ う。

高頭 ヒートポンプは，私の所でも ，2 ，3 カ所はやり

ましたが，これは大体電力が安くなれば使用できる。私

の方でやりましたのは= 電力を特定の安い料金で使える

ところでやっており， うまくいっています。しかし ，い

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111' 

現在大阪市大家政学部に務めて

いる関係で，主として住宅の設

備と機只について羽攻していま

す。

上 林 博 雄

まの電力状態では，普通の ととろでやる とすれば， ラシ

ニシグ コストが高くつい て， 無理ではないかと恩われま

す。大体いまの電力料金の半分の料金で泣力が得られ る

ならば，バランスが とれるのではないでし ょうか。

ヒート ポγ プを採用すれば，ボ イラ ーそ の他の イニ ν

ヤノレ ヲス トは安くなり， またス ペース も小さく てすむ，

という利点があります。 が， ζ れら の細い とと を計算に

いれても，現在ではその電力貨をカ パーできず，不利で

す。だから， ヒート ポンプを使うなら，現在のmカを特

定料金で得られるような場所でなければならな い。

司会 ヒー トポンプには，そのほかいろいろ問題があ

ると思いますが，たとえば熱源の問題な ど…… 。

柴田 それはヒー トポンプ自体には問J mがなく，動力

ｾｬｪ と燃料授とのにらみ合せ で ，採用されて よ い か ，わ る

いかが決ります。

ガ ラ ス 面 と 冷 房 負 荷

司会 技術的問題 として何かございませんか。

柴田 窓からの熱が冷凍機の何% ぐらい のロー ドにな

っているかということですね。一度調べた とと があるん

ですよ。大体，全体の ロー ドに対し，一番多いのは人間

っきr は取入外気，窓、から入る分が21 %前後ですね。多 く

ても， 23- 2 4 %の割で冷凍機にかかるようです。それか

らアンチナジグラスの場合ですと，大体38%防げるもめ

として，全体の8- 9 %セーブでさると いうとと になりま

す。

司会 織田 ヒソレの例では，窓からのロードが相当大き

いように聞いていますが。

柴田 西日を受ける場合と. そうでない場合の日射量

による温度上昇を計ってみまし たが，あまりかわり ませ

んでした。 1_ 1. 5
0

F ぐらいです。ただ，ほてりの感 じ

はずん とちがってきます。ほ てりの熱 というのは， 冷凍

機のロ ード とならない。

前回 いま， いわれたようなと とは，窓商の広い建物

で問題になるので しょ うが，コY クPートは熱伝導$ が

大きく，熱の損失は窓 とくら べて ，そんなに差がないよ

うです。それにもかかわら ず，東西の窓ガ ラスは欠点が

多いように恩われます。
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柴田 コシク Pートには，比熱による相当大きなタイ

ムラ? グがあります。

司会 方位によって，ヒートグイジはかわると思いま

すが，南の全面ガラスなどはどうでしょうか。

前回 南面のガラスは，ロー 1: を計算すると，冬の場

合，得をするととになります。ですから，冬の場合は，

入ってくる熱髭を時間的に調節するととが大切なととに

なりますね。

柴田 南のヒサν はうれしいととですね。

前回 窓面を必要以上に大きくとったために，ロ ー ド

が大きくなる。それに対して，冷凍機に大をなものを使

う。このように，いい加減な建物を建てておいて，設備

だけはオートメ ージョ Y を採用して完全なものを作ると

いうのは，どんなものでしょうか。

建物の程度に応じた設備，つまりナーピスの程度をつ

かまえるのが必要ではないでしょうか。

有馬 それは実際の建物を建てるとき決める問題です

ね。オ ー トメ ーν ョY は小さいものはやる必要が少ない

でしょうが，大きなものは，ぜひ採用したいと思ってい

ます。むしろ必要ではないかと考えます。

柴田 オー トメージョ Y の欠点は，ーカ所が故障する

と全部が駄目になる ととです。

高橋 日本製のコジトローノレ機器はどの程度信頼でき

るんですか。

高E買 いまのととろ，どうも ・…・・。部分部分はいいん

ですがね。温湿度調整などはどうも。

高橋 今後のピノレディジグはオートメ ーν ョシがどん

どん普及すると思われます。との分野が発達すれば，日

本の文化もうんと進むと思うのですが・… ・。( 柴田氏退

席)

高頭 とういうととは，オートメ- i / ，，: . - ' 設置の分野

での生産量の問題に入ってくるのではないかと思います

ね。生産量が多くなれば，いままでの品質の低下とか，

機構上のととも改善されて，どんどん発迷するもので，

現在の欠点は一掃される と恩います。( 佐野氏出席〉

設 備 能 力 の 余 裕

司会 アメリカなんかで行われている 3 ミ? トデヂイ

シの考え方ですが，これは今後，建築物の問題とからみ

合せて，いろいろ問題となるのではないでしょうか。

高E買 設備は建物の内部に入る人によってさまるか

ら，入る人の数が設計当初の人数よりも何割多くなるか

で，一部改造という問題が生じてくる。建物に収容すび

人数は，予定は立っても，なかなか正確には決めがたい

ものだから，多少余裕をとった方がよい。

司会 つまり，設備に余裕をもたせた方がよいという

わけ宅すね。

高橋 余裕をもたせるとい? ととは， 念がかかる ζ 主

5Q 

で，とれは，われわれにはどうするとともできないとと

ですよ。つまり，施主の考え如何ですね。

前回 設備をその力の限界までイカかせばどうなります

か。つまり安全率はどの程度とってあるのでしょうか。

有馬 アメ Pカでは多いかもしれませんが，日本では

ほとんど要求のギ 9 ギP一杯でそれ以上はないでしょう

ね。

前回 ロードの計算の外気温などに，小数位の切り上

げ，切り捨てを問題にするほど，ジピアに三考えています

IJ' ・・・・・・。

高橋 予算の少ないときは，相当 V ピアなものを作る

ので，余裕はちょっとありませんね。

音 響 遮 断 に つ い て

司会 現在，研究を要するテーマがありましたら，ど

うぞ… ・。

高E買 冷暖房のダクトの問題ですが，ダクトを小さく

して高圧力で高速度の空気を送りだすとき，常に問題に

なるのは，音です。とれを一つ研究していただきたいと

思いますね。

前回 その音はダクト自体のものですか。それとも送

風機の高速運転のものなんでしょうか。

高頭 現在は両方ですね。

前回 アメ Pカのものは，あまり音がしないんじゃな

いですか。

高頭 よく似たものですよ。

前回 同じ程度なんですか。

高頭 ええ，かえって，送風機関係のものなんかは，

日本の方がよいものがありますよ。アメ P カ人は音に関

しては，割合無頓着というのか，鈍感なんですね( 笑)

日本人の方がとういうととはやかましいんですね。

司会 振動の点については どう でしょうか。たとえば

建物の固体音といったような … … 。

高頭 振動については，機械の製作および機械据付に

おいて，相当進んでおります。機械の振動を防禦するた

め，機械の基礎にもゴムパ γ キγ を掃入したりして，い

ろいろやっております。

有馬 さっき，高頭さんがいわれましたが，高速ダク

トの騒音問題をせ' ひ取りあげてほしいですね。

須賀 その騒音のととですが，送風機，ポンプ吹出口

その他機械またはダクト自体が発する音と振動は，ダク

トを通って室内に拡散するわけで，これについては大学

の先生方のど研究もあり，わたくしたちも施工の上で骨

を砕いています。機械室自体の床，壁，天井の防音は建

築の方で考えてもらいたいですね。

有馬 いま，須賀さんのいわれた防音の問題ですが，

建物の固有振動は，オーディトリアムなどでことに問題

となりますから? これの研究を望みたいですね。騒音を

ー



'  

30フォ γ 以下にする方法はありますが，費用がかかりま

すね。

ダ ク ト 内 部 の 汚 損

石黒 設備の寿命，ダクト内部の汚損を防ぐ方法を考

えていただまたいですね。さいき ん20年前のダク トと，

3 年前のダク トとを比較する機会があり ましたが，ダク

トの内部が戦争に より10年間放置さ れていたとはいえ，

あまりにも汚損されていることに驚かされました。

前回 ひどいとき には，ダ クト の内部にク モの巣がは

ってあ ったり ，点、 ズ ミが巣をつくる など のと ともあるら

しいですね。

耳五窯 はなはだしいときには，ダク トのなかから大腸

菌がでた，ということもあるそうです。

前回 とのような座挨は長い間蓄積されて，そうなっ

たものと 思いますが， これに圧力をかけて吹き飛ばすと

いうようなととはできるでしょうか。 送風量をかかえた

り，速度をかえたりすれば，とのような盛挨の蓄積が問

題になると患いますが，定圧，定量 では， どうですか

ね。またダクトは全然，普通は掃除しないものなんです

台、s

河 村 さいきん，われわれのところでも，いろいろの

問題があって，不可能とは思っていますが，やらないよ

りましだと考えま して，マシホーノレを設け，ダク トの掃

除をやっております。

設 備 教 育 に つ い て

司会 政後に，建築技術者の教育について，設備の面

からどのようなととをお望みになるか，いかがでしょう

か。

有馬 設備をやる 人は，物理学をやっておいてほしい

ですね。内容は常識程度のものでよいですから，ひとつ

しっかりやっていただきたいと思います。さい きんは専

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四丁目ーO細聖子 ピノレス六号

電 話 新 町 @九九五~九九八

門的なことは知っているが， こういった基礎知識を知ら

ない人があります。

石黒 一般に， 設備というものは分らないものだとの

観念をもっている 者が多いようですが， ごく一般的な設

備の認識をもたせるようにしてほしいと思いますね。

前回 設備関係を教え ているものの立場からひとつ。

設備と計画原論の全部を週3- 4時間で一方年で教えなけ

ればなりません。全く困るぐらい時聞が少ないのです。

たとえば， 熱力学的なもの，すなわち基礎的なものをや

ったらよいのか，あるいは， そういった ものは除けて現

場です ぐ役立つものを教えたらよいのか，全く困らされ

ます。

石黒 学理的なものも必要だとは思いますが，わたく

しは，できる だけ時間をさいて機械室ある いは製作工場

など見学さ せて もら いたいと思いますね。そうすること

によって，設備というものに関心をもつようになると思

いまずから。

一一む す び一一

司会 本 日は，いろいろ賃重な どZ定怠z主: 見をありが とうご

さ. いました。五伝1

築z事F務所の佐虫野? さんよ りど挨拶拶{をし ていただきます。

佐野 大変おくれて失礼をいたしま した。

現在の建物は，設備なしに考えら れなくなっておると

いわれていますように，綜合された形において，建築を

考え ていかなければならないと思います。しかし，これ

があまり 実行さ れていない。 設備の調子の狂ったとき ，

建物がどういう状態になるかを考えると 設備の重要性が

分るととになります。今後も ，今回の ような設備界の会

合を通じて，設備の重要性を認める上において，その仇

きを進めてゆきたいと思います。

一以よー

議市 会主 合 防 耐 i採はをに間

也 君 錆 苧 用 面7 は仕

話北 北 奥 工 完 耐 一一一一一一 一一 一一

d四幡 立毘 法全火 下準軽竪量切

ー町 兵 宜 中 主f章 、式御を量
三五 衛 任 空 鉄鉄天

了由2通4 庖商 協主音防 骨I骨 井

ｾＱ＠



事 務 所 建 築 の Air Condi ti oni ng の 効 果 に つ い て

良日正-品石
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季節別の外気掛撲浪度の時刻的な変動

数は在室者，作業条件，清掃度，外気条件等によって影響され変動

するものといえる。空気の性状を空気調整により清浄化しようとす

る場合にもこれらの要繋が大気中で，あるいは作業条件等によりど

のような変動推移をしているものかを知っておくことも必要であろ

っ。

自由大気中の鹿挨滋度の変動についていうと，それが不規則に変

動しているものではなく，かなり規則正しい時間的な推移をもって

変動していると とが確められている。 ζ れまでの研究結果を総括す

ると 24時間の推移にはこつの山と谷が見られ，午後1- 2時頃に短小

値がある。

筆者が六阪の中心部において季節別に 4 回， 24時間の外気の変動

第 1 図

近年新ら しく建設される事務所建築では，

空気調盤設備のある建物がとくに大規模建築

に多く見られるようになった。そうした建物

内の空気条件が どの よう な性状に保持されて

いるか，換言すれば Ai r Condi ti oning の効果

といったと とについて，実態にもとずいてふ

れてみたいと考える。空気調整といっても以

前は温湿度条件のみが主 とされ，就中温度条

件が主要な目 i様であった ように考えられる。

近年になって空気の汚染 という こと が種々の

点から問題にされるようになり，空気の清浮

度というととが重要視されるようになったと

いってよいのではあるまいか。

数年前にある事務所建築で行った換気と勤

務者の疲労度についての調査結果でも，換気

条件のとくに悪い，すなわち汚染度の高い個

処に勤務する人達の疲労度が，他個処に比し

て大さいと とが見られた。すなわち，不良な

換気条件が疲労度を増大 していると考えられ

( 1)  

ると とを指摘した。このような調査研究は現

場等ではなかなか実施が困難なので資料も少

いのであるが，常識的に考えても汚染度の高

い悪環境下での精神的な負荷のかかる事務作

業が好適なものではなしひいては勤務者の

健康，疲労度，作業能率の低下 というと とに

直接，間接に影響するであろうことは容易に

うなずけるととろである。

事務所建築の空気調整の具体的な目標事項

としては湿湿度以外に CO2，CO，空気中盤

挨，細菌といったものがあげられる。との中

で C 02，C O は在室者の呼吸 と喫煙による

ものであり ，在室者のみにより支配影終され

るものである q これに対して塵挨濃度? 細菌
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を測定した結果を示すと 第 1図のようである。とれは吸

着式盤挨計に よった空気 1cc . 中のE主主会偶数である。す

( 2)  ( 3)  

なわち，Chree，相原氏，松藤氏等ーが得たと同じ結果が

見られる。とのように外気でも相当高波度の場合が見ら

れ，大阪市の中心部 といった条件が濃度に影響している

ように考えられるが，推移傾向は同じであ る。 コγ ク リ

ートア パー ト等ーの ような小規模な建物内では， との外気

条件が直接的に影響して室内では，外気 とほとん ど同様

な状況を示している。ただ冬季等の閉鎖的な条件時には

1 - 2時間のズレが見られる。大規模な建物の場合には温

湿度条件と同様に変動の巾が小さくなると考えられる。

座挨濃度については以上の ようであ るが. 外気の空気

中細菌数の変動を示すと 第 2図 のようである。とれは

Koch 氏落下菌法に より ( 5 分間暴露，37
0

c， 241時間培

養) 11l i 挨濃度と 同時に測定 したものであ るが，盛挨濃度

との相関的な傾向は認められない。 3 月のもので14時に

とくに多いのは地面を絡で掃除中の特殊の場合である。

アパート 内でも同様であり，外気との関連もなく，室内

の空気中細菌数は生活条件によって変動推移している と

いえる結果が得られている。

外気中の鹿挨泌度，細菌数の変動の概略は以上に述べ

た通りであるが ，空気調整のされた建物内の空気条件が，

されていない建物内の，あるいは外気の怯状と，どのよ

うに相違しているかについて実態を示してみよう。

調査対象は大阪中心部の 2 棟の併列した同会社の事務

所建築で，新館は 5 階建で空気調整し，旧館は自然換気

で蒸気暖房による 3 階建である。作業は一般事務作業で

あり，室の消拐さf はほ とんど同じである。

この 2 事I ! の建物の各事務室について夏季及び冬季に主

とし て室内空気条件の実態と相違を測定比較して， Ai r  

Conditi oni ng の効果を検討したのである。

2.  ， 夏季の状況と比較

温湿度条件等を別 として， 夏季の両建物内の空気条件

の実態を比較してみると以下のようである。

2.' .'  CO2 濃 度

新館の 3 日|凶，旧宣告; の 2 臼聞の勤務11寺中の室内C 02濃

度の測定結果から，各室別に濃度分布を比較 した ものが

第 3図であり，室ilUの平均濃度を示したのが第 1表であ

る。

とれらの結果から知られる ように C0 2 淡度は冷房下

の新館がむしろ相対的に高濃度であり，開放的な |日飴・の

自然、換気1立が新館よりも上回ってい る。しか し新館各室

とも平均濃度は0. 09%程度までで，毎時平均 3 回ほどの

換気品になっている。

第 2 図 季 節 別 の 外 気 細 菌 数 の 時 刻 的 な 変 動
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第 1 表 新. ｉ 日館各室の平均 ｃＰ Ｒｾ 理度 Ｈ ＥＩ m2表 新. I臼館各室の平均l I ) <唆浪皮の比較

新 館 |日 館 新 館 !日 館

室 ｾｕ＠ IdI 剛|陵大値|綬小値|平均値 室別| 測定例|最大他|絞小他平均値 室 別 |測定例 般大値|級小値|平均値 室 別 測定例 肢大他|段小仲均値

総 海 部 18 0.111 0. 054 0.0  | 営業部 12 0. 080 0.049 0.061 総 務 部 17 491 125 3>3 t n監部 26 924 497 702 

ト一一一ー

9 イブ室 10 0.115 0. 067 0. 0 明 買 部 8  0. 070 0.051 O. ω4 タイ プ ｾ 10  503 227 314  1114)::( 部 11 1019 292 622 

一 一工 務 部 24 0. 136 0.058 0.0  経 理 部 12 0.076 0.049 0. 059 工! ' l 5部 32 498 200 349 羊 毛部 11 1102 135 631 

人事 部 10 0. 122 0. 048 0.085 羊 毛 部 8  0.089 0. 049 O.侃8 人 事 部 11 624 248 394 経 理 部 25 923 321 621 

ト一一一一

空ｾＡＧｬＵ部 18 0.109 0. 060 0 .083 労! ' l 5部 17 637 178  333 

f芯絡室 5  254 117 207 外 気 11 627 272 437 

2.1.2  . 峡濃 度

区 一通
10 625 174 409 

両建物内で 2 日間勤務時中に測定した結果 を示すと，

第 4図の よ うである。とれで知られるように空気調整の

された新館では，旧館よりも明らかに低濃度であるとと

が注目される。との濃度の柁躍は空気調整に よる効 果 と

考えてよいであろう。

各室の平均泌度を比較すると 第 2表 のようである 。

また，新館の外気取入口お よび屋上排気口の鹿挨 滋 度

を測定した結果は次表 のようである。

外気取入口及び誹気口の里担挨濃度 (個/c. c. )

2  

952 

取入口は地上約 2. 5m であるが，排気口ではとれより

約 30 %l!.1i挨濃度が低い。との測定は室内濃度の測定日と

相違しているので，直接的な比較 は出来ないが， 室 内が

とれ らよ り，相当低濃度なのはその差程度が洗糠および

排気効果により除座されているといえるのではあるまい
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2.1.3  空 気中細 菌 数

2 日間の各室の測定結果から 2 4時間培 養値による室別

の分布を示すと 第 5図 のようである。 とれによっても新

館各室 では地階の厨房を除いて旧館各室 よりも明らかに

空気中細菌数が少いことが注 目される。平均数によって

室別の比較をすると 第 3表 のようである 。

第 3 表 新，旧館各室の平均空気中細菌数の比較

.  

新 館 l日 館

量星 名 測定例同大値段小昨 均 値 室 名 測定例 般大仰 小路|平均値

厨 房 4  14  8  11. 0  腕口部 7  24 6  11. 0 

一
食 堂 6  3  1  2. 2 蛍2睦郎 11 43 9  19. 1  

総海部 12  4  1  2.4 羊宅部 7  15  3  8 .0  

ト一一ー

工務部 11 3  
。

1. 5  経llIl部 11 18 8  13. 0 

人事部 6  4  
。

2. 3 

トー一一ー
一

労!'l5部 7  10 1  5. 1 
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第 3 図 動 Z臨時 中 の 各: ，j f 別 C 02 浪 度 分 布
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新館， 1日 館 各 室 の 空 気 中 里 担 挨 数 分 布

と判定してよいであろう。

2.2  冬季の状況と比較

夏季に行ったと同様な調査を冬季に両建物について行

った。すなわち旧館については夏季に比 して閉鎖的な冬

季には換気量が減少して室内空気の汚梁度がどの程度に

なるか，新館における Ai r Condi t i oni ng の効果は冬李

においてどうか といったことである。

実態を総括して簡単に述べると以下の ようである。

第 4 図

以上のような夏季の両建物の空気条件の比較.をする

と，

(  1  ) 笠気調整のされた新館と自然、換気の! 日館の各室内

C O
2 濃度は， 新館各室がやや高〈開放的な旧館の換

気量の方が!日館よりも大きいが新館でも平均 0.1 % 以

下であり，その換気昆が過少という ことはない。

( 2  ) 鹿挨濃度お よび細菌数は新館において明らかに少

く， との差違は Ai r Condi t i oni ng の効果に よるもの
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空 気 中 細 菌 数 調 査 結 果第 5 図



2.2.1  C02 濃度

各室の 2 臼聞の測定結5長から濃度分布を示すと 第 6図

のようである。旧館では夏季と大いに相違して閉鎖条件

による自然換気誌の減少で，室内 C 02 濃度は相当高く

好ましくない状況にある。すなわち C 02 淡度の増大度

からいえば第 4表のように冬季では夏季の%- 弘の自然

換気量になっている。新館でも夏季よりは換気E が少く

平均 0. 11- 0. 15 %程度の淡度であるが問題にすべき程

度ではない。

2.2.2 聾嬢濃度

勤務日 2 日間の計 180例ほどの各室の測定結果を示す

と第 7 図のようである。とれによって知られるように新

旧館では明らかな相違が注目される。前述したように外

気のJA挨淡度には日によっての相当な差是ーがあり，外気

および各室とも夏季よりやや高減反であるが，新館では

旧館に比してずっと低濃度であり，変動の巾も小さい。

この結果は空気調整の効果と考えてよいであろう。

2.2.3  空気中細菌数

休日および勤務自 3 日間に計 215 例の測定を行った。

その結果は第 8図に示したが，新旧館ともに無人の休日

はとくに少いことが注目される。これは住宅等の場合と

同様に在室者お よびその作業等により空気中細菌の変動

が相当拶響されると とを示していると考えられる。勤務

日の状況も全体的に夏季よりも少いが，これは空気中細

菌に一般的に見られるととである。
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第 4 表 新. I日館各室の平均 C O，ｾ盟皮の比較 Ｈ Ｅ Ｉ

新 館 11 旧 館

室 名 |第 1 日|節 2 日Il日間平均 11 箆 名 |第 1 ゆ2 日12日間平均

各室別の比較では夏季の状況と全く同様であって，新

館では地階炊事場が他室よりも多く ，また，平均的には

!日館が新館よりも夏季ほどの差違はないがやや多い。し

かし， との種の汚染度 とし ては問題にならない程度であ

る。

以上の冬季の実態を要約すると，

( 1 )  C O
2淡度は閉鎖的な冬季条件ーにより ，新，旧館と

もに増大しているが Ai r Condi t i oni ng のされている

新館では大きな比率ではない。旧館では夏李の3- 4倍

程度になり室内空気条件として好ましくない状況にあ

る。また，喫煙による C O も旧館では恕限度の% 程度

であるととが検知された。

( 2  ) 鹿竣濃度は旧館において明らかに高く，空気中細

菌も夏季のような大きな差違はないがやはり旧館にお

いて多い。

以上簡単に示したのが夏季および冬李におけるこつの

事務所建築内の空気条件の実態との比較である。とれに
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第 B 図 勤 務 時 中 の 各 室 別 co， 濃 度 分 布
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新 館，旧 館 各 室 の 動 1"6 自 の 盛 挨 濃 度 分 布
第 7 図

自然換気による事務所建築の とくに冬季の空気汚染は

多く指摘されている ところであり，大都市の空気の汚染

の実態が明らかにされ，その解決が叫ばれて いる今日，

とのような事務所建築内の空気条件の適正化につい ての

関心と解決への努力もわれわれに課された大き な問題の

一つであろう。 (31. 7.30. )

( 筆者 ・大阪市大家政学部住居学書控室)

( 1) 石堂他 : 労働科学 28巻 7号

( 2) 相原氏: 衛生工業協会総 13巻 3号

(3) 松藤氏 . 労働科学 28巻 3号

よって C 02，C O，盛挨，細菌という汚染条件に対する

Ai r  Condi t i oni ng による消滞効果が明らかに知られる

と考える。事務所建築ではとの調査結果に見られる程度

の清浄化によってもその温湿度の適正化の保持 と相待っ

て，勤務者のための好適な作業環境を形成してくれてい

るといえるであろう。 Ai r Condi t i oni ng についてのき

いきんの要請では，特殊な建物内では座挨， 細菌等に関

しては一層高度，厳重な調整効果が要求される場合もあ

る。また Ai r Condi t i oni ng の方法効果にも種々の問題

点が提示されている。
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新 館，旧 館 各 室 別 の! a 気 中 細 菌 数 分 布
第 8 図
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設 備 管 理 の 問 題

設備の保守管理がゆきとどいていないと ，せっかし

よい設計，施工をしても全く無駄になる。それを生かす

ために保守管理を充分にやってほしい。とはよく耳にす

る言葉である。

そ ζ で，ある ピルの地下室をのぞいてみた。手入のゆき とどいた線機類

が盤然として処を得て配位され， ζ 乙ろよい巡転の響きをたてながら全体

が一つの災 しい調和を保っていて， ｾ ‘ か に も気持がよ い。

主任管理者に色々と闘いてみるとつぎのように話され

た。 r機械は故隠したら修型をすればよいというわけの

ものではなくて ，人の身体と同じように病気予防，すな

わち普段から点検が必要であって，とこでは毎日各係員

が機械煩を一つ一つ診断をして，点検日 誌 というカノレテ

に替き込むようになっており，調子が悪ければす ぐわか

る。とれをやりだしてから故障がずっと減ってきたし，

機械室主任者 としては人の管理も同時にやっているとと

となるのでよい方法だと思う。また機械電気室内の獲頓

と清潔が故障を少くする一手段でもある というととを付

け加えたい。なお管理者と して設i施設計 ，施工者につぎ

のことを要望したい。それは設備を実際に使用してみて

困るのは，冷暖房でいえば，用途，使用時聞によって各

室を夏冬 ともうまく 調節するのがむつか しい。いわゆる

ゾ- ; / コ γ トロールがうまくできない。とのようなとと

は冷暖房には限らないのであるが，設計，1 J i l i 工者は建物

扱工で縁を切ってしまわないで，後々までもその設備全

体が設計通りうまく動いているかどうかをしっかりとチ

ェッ クしてもら いたいことである。」

「毎日の点検」 は管理者として ， r後のチエ ツヲ」 は銭術者と して当然

のE とかもしれないが，3程外 E んな乙とが一般に実行されて いないのでは

ないかと思った.

( K K大林組設備銀長 高 橋 談 義)

設 備の リ ミ ッ ト ・ デ ザ イ ン

構造では， ; J ミァト ・デグイ γ は，一年余り 前の建築

ジャ ーナ 3 ズムを賑わした。設備に当てはめると，ボイ

ラーや冷凍機の能力ギリギリで設計して，安全率は負荷

の方で加減するというととになる。もともと 設備には，

安全率という 言楽は無い。たてまえはリミット ・デヂイ

γ である。また， 設備授はいつでも値切られて，安全率

どころではないとも聞く。とすると， リミ? トを超えた

ハイパー ・リミ y ト・デヂインさえあると とになる 。設

Vi n綴認は，弘率や寿命もからまるので，ギリギ P という

言葉. の意味に 問題があるが，能力の正維な評価は困難で

はない。不明確は負荷の方にある。安全率は負荷の方で

加減するという，そこにわれわれの問題がある。そ うし

て，ｴｾ 荷の合理的なリミッ ト においてデデイ γ するとい

うのが，標題発案者の真意ではないかと思われる。

( 京都大学 前 田 敏 男〉
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冷 却 塔 と 川 の 水

さいきん， 旧いヒツレの上に銀色に絢iいて建物と調和し

ない冷却塔が自につく。 とれは機械だから異種のもので

よいのかも知れないが， いささか鵬に溶ちないーーーたと

え種々の制約はあるに しても一一。

銀者も今夏使用する ために，先輩諸氏の努力された!日

い主主物に空調施設の計画に参画 したとき，井水か冷却塔

かで打合せに疲れた皆の自にヒソレの下を流れる川水が映

った。この利用を施主側 より指示され，一度は廃案 した

が満潮 11寺の海水， 水温，濁度，化学的性質等々 ? の疑問

の解決調査に，皆で短い時間 しかなかったが努力して，

大阪で始めて と思われるこ とに着手し た。

取締当局のど理解と，関係者一聞の努力の賜 という の

か，すべては好転して予想以上の好結果を得たことは今

後いまだ解決しなければならない ことがあっても，冷却

水ー冷却搭，または井水ーの解決に一つの方法を見出し

たのは何よりもうれしかった。

河水利用一一以上のことがいくらも考案さ れることと

思 うし，われわれ もと れを発展させた新 しい考案も浮び

出ているが，先入観にとらわれることなきように反省す

るととを痛感した。

( 日建設計工務K K 有 馬 正)

ダ ク ト の 汚 損

コンク 3 ート構造のヒソレが数十年ある いは数百年の寿

命がある として も，それに伴う 設備が50年の寿命が保て

るだろうか。ダクトの汚損なども寿命をはばむ一因とな

っている。しか も， とれを清掃する手段が無い。

ダクト内の細菌数と座挨数を比較してみると，戦前の

ピノレ( 後工後25年) が戦後のピノレ( 竣工後 5 年) の数倍

の数値を示 して いる。 これはあさらかに ヒソレの老衰を示

すものであって，人体でいうなら動脈硬化の現象であろ

つ。

健康には日常の注意が肝要なの と同様設備には保守管

理が重要なこ とはいま さらいう までもないが，エヤーワ

ッν ヤーの7. l <fil が不足だったり，ボイラー の蒸汽を上げ

る労力をおしんでエヤ ーワッ V ヤーを中止した りする こ

とが，長い間にダクトの汚損となって表われてくる。ま

た，必要以上に湿潤な空気は夜間あるいは休日のダクト

内温度上昇と相まって， EE; 撲の腐敗，臭気発生の好条件

となるこ とに注意せねばならない。

( K K竹中工事暗殺側線長 石 黒 次 郎)

， 
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冷 暖 房 の 季 節

太陽の季節におよほす影響から，私共の仕事は生まれ

たのだろう。建物の竣工落成 日を 2 ，3 自にせまられた

現場では，家も忘れ子も忘れての人達が，凡ゆる分野の

仕事の最後の仕上げで，24時間が251時間あってもたらな

い熱狂的努力を傾けての戦場同様な京けんさで仕事に取

くんでいるわけである。建築本体は建物の仕上げができ

あがれば，まず一段落ということになるだろうが，附帯

設備工事はそうはいかない。機械の運転はと れから始め

られるととになる。冷暖房の工事についていえば，建物

の竣工が冬期に行われる場合は，即日暖房せねばな らな

い。

各室はほどよい温かい空気が漂っているととが望まし

いのであるが，最初から適 ￬ ｬｩｬｬＮｾ湿の状態でやろうとする

と，折角できあがったばかりの仕上壁の美しい面に ヒピ

われを生ずることが起りやすいため，室内の温度は最初

のうちは，でぎるだけ加減して低めの温度で調整運転し

ようとする。 一方，即日ど入来の使用者の皆様からは，

ｾｾ いから 室を混めろの ご注文がでる，工事側の方では色

々とその理由をお話しても，なかなかお聞入れにならな

い。とにかく効果ある暖房をやってくれとのお叱りを受

ける。このときは協調とも同情ともつかない気持でつい

に室の温度をご注文通り上げてしまうと，竣工期日間際

仕上げた天井壁のどこかに，ヒピわれがでをる。とれは

壁仕上が悪かったのではない， 急ピ ッチで暖房温度を高

めた場合に生ずる，外傷とでもいうべきものであって，

冷 房 の ほ て り

冷房をしてあるピノレへ入ってみると，室内の窓寄りの

ととろよりも，廊下の方が， 気持が良いということがあ

る。空気自体を調べてみると，もちろん室内の方が，廊

下より涼しい状態になっているのである。原因は，外に

面した壁とガラス函からの騎射のためで，いわゆるほて

りである。窓からの場合は，隣接の建物からの照り返し

も軽視でさない。これからの建築は，ますますガラス面

が大きくなってゆくが，したがって，このほてりをなん

とかしなければならない事態に立ち到っているわけであ

る。重点的に窓際に，冷風を多量に送る手もあるが，板

本的な解決策ではない。

ほてり面を，ことさらに作るという意味で，私は，従

来の金属製のベネ ν アンプラインドには不賛成である。

むしろ，布製のカ ーテンか，できれば窓外に，見通 しの

きく，いいブラインドがあれば大変結構なことである。

( 高砂熱学工業 K K 柴 田 文 三〉

冬期竣工の建物の暖房調整運転には他人に判らない労苦

がある。

つまに冷房の方でも，とれに匹敵するものがある。一

年中もっ とも湿気の多い入梅期に竣工した建物の場合，

外気は湿気が多いため，建物内部の壁の乾きが慈し室

内の温度は高くはないが，湿気の多いため，気持の悪い

状態で Ｍｾｬｪ も速やかにとの悪条件を取去りたいので ，ど

入来の方々から色々な注文がでる。そとで冷房機械を運

転するととになるが，一般冷房設備で，とのような季節

に即座に湿度を一度に取り除くととはむづかしい。でき

るだけ除湿を早めるため，外気取入誌をか] 滅 した り，室

内の空気循環品を加減して調整運転するものの，冷凍機

の運転は全負荷で長時間の運転は不可能である。それは

外気温が低いため熱荷量が少ない季節であって，冷凍機

は過少荷重となって，本調子で運転がで舎な弘、ばかりか

強いてとの危険的な運転を続けた場合は，冷水を凍結す

ると とになる，とんな工合で，冷凍機も軽荷重運転でや

ったり，ときどきは運転を中止したり ，遂転操作は尋常

一様でない。とれは天然現象の最悪の過湿状態のときで

あるからだ。冷房で涼しい気持に浴せられておられる方

々の一方，楽屋の方の機械調整する方は，汗だくの体で

ある。冷暖房の運転にもっ とも苦労するときは このよう

な季節に竣工 した建物の試運転のときであろう。

( 東洋キャリ 7 工業K K 高 頭 三 義 )

便 所 と 大 衆

知らない ということ の自覚があった場合は』意病にな

り，その自覚が無い と大胆になるものである。本式の会

席膳に向って箸が出せなかったり，ハエ除にでている西

瓜をデデートと思って，ホークをつけたという話がある

が，われわれの衛生工事にも同じようなことがある。私

の知人が家族連で箱根に行楽にいった帰途，子供達は喜

々としているのに，つれていった女中は独り沈んでいる

ので気分でも悪いかと尋ねたところ，ホテノレで用を達し

にいったが，どうしても腰掛便器のために伏的に用が途

せなかったので，せっかくの楽しみも変運営だったのだと

わかったという話を聞いた。これは私の実見だが，竣工

後見回ったとき，洋風大便器のν ート の上が務花狼諮で

がっかりしたととがあった。また，ある駅の便所の出来

事だが，その小便所は使器な しの向壁硝子張の流水式だ

った，朝のと とでその洗練水をおもむろに手にうけて口

l激洗商しているのを目撃したが，注怠して上げる貌切心

も出そとなってしまった。

( K K西原衛生工業所大阪庖 伴 秀 雄)
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新 刊 1 一 般 詳 細 篇

I  中 善 寺 鶴 次 若 本舎は仮設 ・基礎 ・床 ・壁

など，あらゆる建築詳細図を収録してあり，

いずれも同一縮尺でメ ート ノレ寸法を記入した

すぐに活用できるデーター プ? タであります

2.一般詳細鰐 II ( 近刊) 3. 特種詳細潟〈既刊〉

A  5  fi J98頁クロ ース装画面入定価￥900 〒100

現 代 建 築 の 詳 細 金 3轡

西 洋 造 園 史

ファラオの庭から戸外室まで

4 8 家 具

建 築 写 真 文 庫 第 2期 金30拳

5 0  燈 寵 と 手 水 鉢

建 築 写 真 文 庫 第 2期 金30拳

針ケ谷鎚吉若本沓は欧州より広くアメ Dカ

をも含めて，古代より現代に及ぶ庭園の推移

やその時代における庭園の意味を，豊富な掃

絵や図版を添えて詳述した逸本であります。

造園史の得難い参考書としてお薦め しま す。

A 5 判410頁上製カバー付定価￥ 1200 〒100

彩国社編 わたしたちのすまいは，いろいろ

な家具がそなわって始めて能率的な住生活が

営まれます。との本は写真に よってさ まざま

な形の家具を収録解説したもので，建築関係

者ならびに一般の方に広くお薦めできます。

B 6 判88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価￥300 〒35

彰国社編 世界の注目を浴び現代に生きる日

本庭図をわれわれの住居の中にも欲しいもの

です。との本は日本庭園の重要な典型として

の燈徳と手水鉢を写真により紹介したもので

造図計画に欠くととのできない好図集です。

B 6 判88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒35

重 版 建 築 学 大 系 23. 建 築 設 備 計 画
執筆一伊藤滋 ・弁上字市 ・木村幸一郎 ・武藤

重郎 ・山越邦彦 ・綾井九州彦 ・船津弘治 ・篠

原隆政 ・桜井省吾 ・宮川清と最高の執筆陣。

A 5 判504頁 特 製 函 入 定 価 ￥1250 〒50

60 

建 築 基 準 法 早 わ か

(改訂・新版〉

日 池 原 氏 三 郎 著 本警は好評の うちに改訂され

J  第 7 版を数えるもので，手っ とり 早く建築基

準法を理解できる よう 平易に述べた解説替。

B 6 判162頁 上 製 定価￥ 180 〒20

建 築 写 真 文 庫 4. 洋 風 喫 茶 底
彰国社編 この本は東京を中心にして洋風喫

茶庖のさまざまなスタイノレを収録した もので

喫茶庖の新築改装にすぐに役立つ好写真集。

B 6 判88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒35

建 築 写 真 文 庫 9. 料 亭 の 玄 関
彰国社編 との本は新しい建築構造 と近代人

の社交形式を織り込んだ新感覚による料亭の

玄関を写真を通 して紹介した実用的な写真集

B 6 判96頁 総 アート 上 製 定 価警300 〒35
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ア ー ス 工 事 に つ い て

b近代建築の電気設備工事において，あまり目立たぬ存

在ではあるが，必要かくべからざるものに，アース工事

なるものがある。

高圧受電，特別高圧受信による各種アースを始め，通

信関係アース等，最近，建築が大規模になるに伴い，と

れらの分野も広くなってきた。もちろん，とれらのアー

スは保安上の意味において，建築基準法，消防法，沼気

工作物規定等の諸規則により規定されているもので，施

工完成後といえども，その抵抗値の測定は毎年定期的に

測定されて，規定値以下に保全するととによって，初め

てその本来の使命が全うされるものである。とれは避雷

針等でよくあるととであるが，生き物と還って，平常，

電流が流れていないため，外観のみをみて放任されて，

実際それの必要なとき，所定の抵抗値がなくて事故を起

すことも底々あるので，定期測定は必要なことである。

炉つまにア ース工事の種類であるが，

1. 第 1積地線工事大地問との抵抗 10.n 以下

避雷針，アレスター， トラシ ス等高圧穏機のケ

ース等

2. 第 2 種地線工事大地聞との抵抗，計算値

変圧器中性線

3. 第 3種地線工事大地問との抵抗 100.n 以下

建物内の電灯分量盤，低圧機器( モーター〉等

4.  通信用ア ース 1 .nまたは 0 .3 . n 以下

電話通信用

' 施工方法としては，

接地極には銅板，または鋼管を使用して，これを Pー

ド線( 銅線〕により所定の所まで引き上げ機苦告に接続す

るが，銅板の場合は厚さ 1. 5務，大きさ 3 尺 x 3 尺のも

のを， 1穫 2種では 1枚， 3種では l 尺角のものを 1

枚使用する場合が多く，銅管では厚さ 2 務，直径1112ぺ

長さ 1米のものを， 1種， 2種では 5 本程度， 3種では

1 本程度で普通の所ではよい。

Y ー ド銅線は 1種， 2 種では60- 38平方粍， 3種では

22_ 8 平方粍のものを使用し，接地極と Pード総は，ロ

ー付で接続する。 Pード線ならびに接地極を大きくする

ととによって，機械的強度，腐蝕等の防止も少なくでき

る。

接地極の埋設箇所は常水面が地下 1. 5- 2 米程度でよ

いが，常水面が低い場合でも，できうれば常水面以下と

し，難しいときは締助緩として，銅管を接地極の周囲に

tl ちとみ，常水面以上の場合は，木炭等にm気を保持し

抵抗値をだす。

' アースの利く地盤と しては，もちろん透水沼である ζ

とがよいが，地下水の道以外の透水層は怒く，一般には

地下10米位までのアース工事では砂地が悪く，粘土層が

よいとされている。

ー最後に，最近の大建築では，地下水にm気室を設ける

ととが多く，したがってア ースも地下に集るととが多い

が，との場合の接地苦手線からの地下水浸入については，

よく注意のよ施工する必要がある。防水装置が完全に施

工されていないと，地下水は非常な圧力で Dード銅線の

撚線の紫線開隙をったって室内に浸透してくる。とれは

後日防止方法を講じても完全に防止することは困難であ

る。とれは図のどとく，施工することによって防止でさ

る。

図示のとおり，地下室下に埋設のリ ード線は 1 階の地

表面上の Box まで引き上げ，とれより地下室へ下すよ

うにする。更に地下の電線管の端ロは，図示のようにｾｾ

線を解撚してコ γ パクシドを充填する。

( 日本町宮包括公社近世E電通局混築部 ニ 宮 哲 也)
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Ai r  C u r l: a i n 

i i l : の空気を吹き下し，下の敷居に当る部分に細い格子を

通 し て 吸 込 口 が あ り ， 常 に 一 定 の ス ピー ドで空気が上か

ら下に流れている。そしてとの吸 込 口 か ら 入 っ た 空 気 は

挨やI ! l J . を洗い落され，さらにフィノレター を 通 し て 浄化 さ

れ，室内の温度と同じように加熱あるいは冷却されファ

y によりダク トを 通 じ て ま た 上 部 の 吹 出 口 に 達 す る の で

ある。 それゆえ， この 吹 出 口 か ら 出 る 空 気f立は多くて速

い ほ ど 遮 断 効 果 は あ る が ， あ ま り 速 い と 客 の 頭 髪 を 乱 し

たり ，帽 子 を 飛した り ， ま た 不 快 の 感 じ を 与 え る の で こ

れ も 限 度 が あ る 。 厳 密 に い え ば そ の 土 地 の 気 候 な ら び に

周 囲 の 状 況 に よ り変ってくるが，大体微風てい どの速さ

である。

炉目 下 私 の 設 計 監 督 に 従 事 し て い る 読 売 会 館 の 正 面 入口

に 設 備 さ れ る i  Ai r  Cur tai nJ とは ど ういうものか，簡

単 に い え ば 文 字 通 り 「 空 気 の カ ー テ γ 」 で ， 従 来 冷 暖 房

して い る デ パー トな どの 多 人 数 の 出入 の 激 しい 建 物 の 出

入 口には，回転扉や自由扉が使用されていたが， とれで

は 出 入が不 便で能 率 も 惑いとこ ろ か ら ， さ い き ん 2 ， 3  

年前から ヨー ロッ パ で 考 案 さ れ ， 現 在 ス イス， ドイツ ，

イギ P ス， オ ランダな どに 数 カ 所 設 置 さ れ， まだアメ P

カに は例 が な い と聞 い てい る 。 も ち ろ ん 日 本 で は 最 初 の

もので ， 当 会 館で設 計 指 導 を 依 頼 したス イスのズノレツ ア

ネ土の 話・で は， とととメ ノレポノレジ l乞ーカ所工事 中 の も の が

あ り ， 次 第 に 各 国 で 設 置 さ れ る傾 向にある との と とであ

る 。 で は な ぜ との rAi r  Curt ai nJ が と の よ う に 利 用 さ

れ るか という と， 室 内 の 冷i凌 房して い る 空 気 と 外 気 とが

この「空気のカ ー テ ジ 」 に よ り完全に遮断され，内部の

空 気 が 外 に 流 れ 出 る とと も ， ま た 外 気 が 室 内 に 流 れ 込む

とともなく ， し た が っ て 外 の 挨 も 入 ら な い 。 し か も ， 客

は 出 入 に何 の面倒もなく ， また室内が外から よ く見える

の で 入 り や す い ， な どの利点があるからである。

炉大 体 の 説 明 は 以 上 の よ う で あ る が，読 者 は な んだそ ん

な簡単なものかとがっかりされる と思 う が，原 理 は 簡 単

ではあるが，いざ実際に初めて設置する となる とそ う 簡

単 に は い か な い 。 と の 設 計 を 担 当 し て い る 日 本 建 鉄 で も

疑問の生ずるたびに再三ズノレツア社に問合せ設計を進め

て い る さ い 中 で ， 遺 憾 な が ら ま だ 詳 細 は 発 表 す る 時 機 で

もない し，ま た そ の 勇 気 も な い 。 い ず れ 時 期 を 見て詳 細

が公表される と思 う の で と と で は 駄 弁 は この ぐ ら い で お

くとと とす る 。 な お ， と の 原 稿 は さ い さ ん 欧 米 視 察 旅 行

か ら 帰 ら れ た ， 村 野 森 建 築 事 務 所 の 森 先 生 な ら び に 日 本

建 鉄 の 櫛 部 四 郎 氏 の お 話・に 負 う と と ろ が 多 い こと を 付 記

す る 。 ( 鋭 売 会 館 昆 築 事 務 所 ・浦 田 好 雄〉

P つ ぎ に そ の 構 造 を 簡 単 に 説 明 す る と ， 出 入 口 の 鴨 居 に

当る ところ にノレー パー付の吹出口があり， ζ とより相当

Ｚ［ ，Ｎ ｾ＠ .. に"-
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水 中 モ ー タ ポ ン プ

水 中 モ ー タ ポ ン プ の 出 現

が払われているが，速転K 伴う水圧の変動および温

度の変化K 対して安心できるものが少ない。内部に

水を入れるものは合成樹脂化学の発逮した今日段も

進んだ方法であって水圧の変動，水温の変化に対し

元来モーターは湿気を緩い乾燥していなければ旬 て安全であ り水面下深〈姉入して長期述絞迎転でき

気絶縁が不良となり使用できぬとされていた. 従つ る。

て深井戸ポンプはポンプ部分を井戸中陀収めてもモ 水 中 モ ー タ ポ ン プ の 特 徴

ー ターは地上 ｉ ｾ 設置し ， そのモーターを保穫するた 構造簡単 ， 取扱便利な乙とは図 ｉ ｾ 示すとおりであ

めに小屋も巡らねばならず，またポンプを迎転する り，段数も少なくてすむ。地上には凶出管とケープ

ためモーターから ポンプま で中閥駆動舶を必要とし ルのみしか出ないから強いて小屋街の必要なし路

それに伴い中間制受，保護内管など直接揚水K 関係 上マンホール内 K 収める E ともできる。取付，取外

のない部分が附属する。 しも繰出管を順次引下げ引上げするだけですむ。唯

モーター内部が完全 ｉｾ 外部から防水されるか ， ま ーの欠点ば述転状況が地上で判らぬ乙とであって放

たは 内 部 ｉｾ 水が入っても永 久 に絶縁が完 全 であるな 仰の駅前早期発見が困雌な ζ と，故障の湯合，51上

らぱ ， ポンプとモーター とを直接迎結して井戸中 ｉ ｾ げ作業を必要とする ζ とである。しかしとれは，井

掃入し線 凶 行と モータ ーケープルのみ地上 ｉ ｾ ｩｩＦばす 声の前処I l l ! を入念に行い，揚砂の少ないよう K する

乙とができさ. そうなれば梢逃は簡単となり価格11 ζ と，信用あるメ ーカーの水中モーターポンプを選

低UI ! とな りその利用範闘も広くなるととは諭を俊た ぷ E とによって解決する問題である。

ない。戦後欧米の技術K 刺激され，きいきん E の割 当社においては独乙 ν - ; 1 . ンスの技術を有する冨

ポンプが急 激 ｉｾ 製造普及 されるよう ｋ なった。 士電機製造株式会社と提携し，最も進んだ浸水型水

水 中 モ ー タ ポ ンプの 型 式

水中 ｉｾ 没入する モ ーターの型式 とし ては現在 三つ

の方式がある。すなわちモーター内部民空気を充満

しておくもの，油を充I j ! ! しお 〈もの，および水自体

を密閉または: n 流せしめておくものがある。空気充

泌の ものは内部K 液体の浸入せぬよう . 泊充績のも

のは1111 と水が置きかえせ岨ょうそれぞれ特妹な工夫

中モーターポンプを製しているが，従来のシャ フト

型ポアホールポンプ ｉｾ 比し消費動 力 は小さしまた

深井戸になる に従い比較的安価になっている。井戸

径は 6吋以上，ポンプ口径は7 5 mm(3吋) 以上200

mm (8吋〉まで，モータ ー尽力は 5 HPより80HP

主で製作在賦している。

( 符原製作所取締役 中 傍 {恵 三 郎〉



コ ベ ン ハ ー ゲ ン リ ブ

h これはきいきん室内壁面の意匠に盛に用いられている

木製の巾 2- 4cm 伎の角または成形材を，垂直にかなり

密に張りつめたものをいうらしい。との名は戦争直後デ

ジマークのコペシハーグン放送局の建築に図 I のような

プラ γ の吸音構造が用いられたととから起ったと恩われ

るのだが，との名を誰がどとで縁初に用いたのか， ｾｾ聞

にして知らない。との構造は原理的には図E のス D ッ ト

共鳴器吸音構造の応用である。ス D ット共q忠告書とはへノレ

ムホルツ栄司鳥穏を細長く引き伸して，閥口が波長の % 以

上の長きになったものと考えればよい。だが共鳴周波数

10はやや複雑で音速をcとして

c  /  b  

/ 0 - 2 π y  ' 1 .  n.  " ， L .  2b  

， v M 7b+ 7l oge均 τ〉小 D

となる。とのん で最大吸音をするわけだが，その吸音率

や周波数特性は実験的に定める必要がある。もちろんス

Y ットに布や紗を張ったり，空気層に吸 音材を入れると

となどにより，その吸音特性はいろいろに変化する。実

際には D および B = 3- 5，1= 1.5- 3， b= O. 2- 0.5( c m)  

ぐらいとして割合簡易に使用できるものである。図 I で

グ グ グ グ グ グ

・ . た 二 ・・2:5，"，φ 吸音 材 b !  !  ｾ＠

ｕｾ ｐ｜ ｊｪｉｊＷＧ＠ ｾ 作 ｍ ｆｐ"p¥Jjl J7. ｾｾｾ ｛ｉ ＮＮｬ 叫
図 I 図 I

はスリ? トの断面が迷路のように曲り，空気層を充した

軟い吸音材( ガラスファイパー，ロックク ーノレなど〉を

保護し，見えないよう ;視線を逃っている。いわば吸音材

の弱い 50ft な T ext ure を嫌って ，吸音の効果を保ちな

がら硬い表現を行った巧妙なデダイ γ なのである。とれ

は吸音材の上を穴明きパネルで覆うのと同じやり方で，

穴明き板の代りに Dプを用いたものとも考えられる。

炉とのような吸音構造をとそ “コ ペY ハーグ: -- ' ! )プ" と

呼ぶべきで，吸音材も空気層もない，ただ形だけの リプ

仕上げとは区別して用いたいものである。しかし手許に

ある音響の岱物には図工を“ いわゆる Knuckl eborne A b-

sorbent" と普いたのが一冊あるだけで， コペシハーグ

: - - ' ! ) プなる認は見当らない。何でも形だけのナノレマネの

多い日本では，形のイミテ - iI ョシをとそ，とう呼ぶの

だという珍説が出てくるのかも知れない。何はともあれ

との名の出所をど存知の方はど教示を乞う。

( 判明大学工学部m築学教室 前 )11 純 一〉
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蛍 光 灯 の 演 色 性

炉後光灯の演色性はきいきんなお改良がすすみ，新しい

蛍光物質を使用して ，アメリカではスーパー ・デラック

ス ・クーノレホワイ ト， 日本では純天然白色と称するもの

が製造されており，高度に厳密な色を必要とする各方面

からの要望にとたえているようである。とれらはいずれ

も 4500
0

K の黒休輔射の分光エネルギー分布にー庖近い

ものにする努力が払われている。との 4500
0

K という色

温度は，暖か味のある南窓の光に似たものとして選ばれ

ているが，実際の昼光の色はもっと幅のあるものであろ

う。太陽直射光だけでも天頂にあるときの 5250

0

K から

地平線上の 1850
0

K までの変化があり，それに天空光，

地上地物からの反射光を考応、すれば，いわゆる天然昼光

は甚だつかまえようのないものになる。現在のところ北

向き窓は 6500
0

K ，南向き窓は 4500
0

K という色温度が

基準になっているようだが，との色温度の黒休輯射の分

光エネルギ 一分布が果 して昼間もしくは日中( との範囲

を決めることも問題 となる) のもっともおとりやすい状

態の色となっているだろうか。なお，少しく検討する 必

要がありそうだ。同時に，基準となるべき光の色をただ

単にある色淑度だけで決めるととも問題となるだろう 。

除後光灯の演色性の欠点を補うために白熱灯を併用する

方法が行われている。通常 100W白熱灯と 40W 後光灯

を 1: 1 ぐらいの割合で混用する。との方法は重量光灯の演

色性が完全なものとなれば不必要となる筈である。一体

白熱灯よりずっと昼光に近い鐙光灯がその普及 と同時に

演色性が問題とされたのは何故だろうか。その一つの理

由は昼光色あるいは白色後光灯が深紅色の不足により，

色彩環境においてアクセン ト色として，もっとも効果的

な赤い色の見かけ上の明度，あるいは彩度を著しく減じ

たからであろう。上記純天然白色のものも 680 mμ 以上

の深紅色が少いようだが，これもなお改善がすすめられ

よう。そうなれば白熱灯の併用は淡色性の改良とは迷っ

た意味をもたねばならない。厳密な演色悩: を要求しない

室，あるいはわさ. と 昼間と異った光の状態にしたい室で

は，両者を併用したり ，あるいは白熱灯のみを使用して

特別な照明環境をつくり上げることも出来る。またとの

ような室，たとえば通常白熱灯のみを用いる病室と，後

光灯を用い た診療部 とを結ぶ廊下などには当然両者の併

用がしかるべきであろう。

〈京都大学工学部犯築学教笠 松 浦 邦 男)
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太 陽 エ ネ j レ ギ ー の 利 用

P昨年の11月，アメリカで“ 太陽エネノレギ - jf1J用" の国

際会議が展示会ととも に関かれた。多くの利用の中でと

くにわれわれの関心をひくのは，幅射エネルギーを直接

電気エネノレギーに変換する ν P コγ 太陽電池と， 日射熱

を蓄積して利用する暖房とである。太陽電池は1 0 %てい

どの熱効率がえられているが，まだ暖冷房の実際に応用

する段階には途していない。熱エネルギーをそのまま利

用する方法は数年前から M .Tel kes ， E.  Ray mond など

によって実験住宅が作られ，広く紹介されたととがあっ

た。その後も多くの研究者に より研究が行われ， 1975に

はアメ P カの1300万戸の住宅が太陽熱に よって暖房・され

るだろうと ， 3 年前に予想されたが， 今日ではその確実

性がさらに強くなったといわれている。設備費が高いの

が問題で，現在の安い方法で床面積20坪の住宅を暖房す

るのに2000- 3000$かかるそうで， 1000$ていどにならな

ければ他の暖房方法と 太万打できないといわれる。とれ

に反 して経常費は非常に安く， 現在の方法で冬2$/ 月，夏

4$/ 月だと報告されている。 蓄熱材料を何にす るかがキ

ーポイ γ トであり ，7]<，砕石，で硝その他の薬品が研究

されているが， 7.1<お よび砕石が今日ではもっとも普久し

てい る。熱ポ γ プの併用も考えられているがとの方が実

際に有利であろう。 Ar ch . Record 誌1955，11月号P . 228

に紹介された砕石利用の暖冷房装置がある。とれはアリ

ゾナ州アマド( 一月平均気温 8 .5

0

C) にあった住宅に応

用したもので，実際に住んでいる太陽熱利用の唯一の例

だそうである。この家は熱遮断の比較的良好な下見板張

の木造家屋で床面積19坪である。集熱器は 8. 8 坪の平面

を持ち， 1 月15日真正午の太陽光線に妥直におかれてい

る。ガラスに被われた器内には黒地の布が吸熱材として

張られ，小さい F an によって空気を循環させ，熱せられー

た空気は，直接室内へ導かれるか，また務熱用 として断

熱槽に入れた砕石層へ導かれる。蓄熱層は集熱告書のすぐ

下にあって 12' X 12' X 10' の大きさを持ち，同庖は 7 吋

厚の断熱コンク Pート 製で，一面は家屋の地下壁に接し

ている。と の集熱擦は互の冷房ーのための “夜間服射器"

といわれる白いポーラ スなスクリー γ( 280ft
2
) を用意し

ていて，涼しい夜の空気が とれを通って砕石槽へ入り ，

また直接室へも入る ようになっている。冷房テ ストの結

果“ 良好な快感の ν ベノレが得られ， この地方の多湿な7，

8 月に運転される普通の冷房装置よりすぐれている" と

報告された。いささか眉唾ものであるが，どなたか試作

してみる方はありませんか。 ( M・K)
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夜 問 輯 島す

P 日中は日射や天空幅射に よって建物は暖められるが，

夜になるととくに暗夜では空の “ 温度" ( とれは気温では

ない。仮想天球の表面温度 と考えても よい〉が低下して

逆に建物は冷却される。との仮想、“ 温度" は冬 ，- 40
o

C  

にも 逮する ことがあり，地表や建物からの熱損失は 110

kcal/m2. hr になるととがある。建物の周壁の伝導によ

って，外気伊. I J 表面へ達した熱は，対流と幅射に よって外

気 と環境 ( 室 ・土地 ・樹木 ・他の建物) へ移る。外気側

表面からの流出熱量を H とすれば

H =a. (t . - t
a
) +叫 ( t. - tr) で表される。

とこ に l t
c

，a r
はそれぞれ対流および稲射の熱伝達率，

t. ， ta は建物外表面温および気i昆， ん は仮想天空表面iE，

冬期，普通に生ずるような値としてつぎの ようにと って

みる。

αァ= 3 .5kcal/m
2

，h ，OC. 由。 = 10kcal/m
2

，h ，OC ，

tα =OOC ， tr= - 1 0
o

C  

そ う す る と い 主 宰 と な り H が 3お5比恥加kc凶 叫cωa

場合に tらs士均弓OOC となり 気詰温1と等し〈な る。したがつて

3お5kcal / m2
久

，h，以下の場合は表面 i鼠は気温より低くな

る。熱遮断のよい建物の外壁，屋根函あるいは火鉢で採
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暖して いる ような 家 では当 然，外表面は気温以下にな

る。冬の霜，夏の露は夜間幅射により物の表面温が低下

し，そとに暖い空気が接して水を放出するからできる と

考えられている。との計算に用いた条件は，なお，ゆる

やかなもので，わが国の気候ではもっと厳しい場合もま

れではないが，統計的に表示するだ け の資料はない。

外被層( 多層壁中外気に接した表面) の冷却てい どは

ー笠土竺L に比例する。( とこ に k : 壁全体の熱口流率，

k. l .p.c 

l ，p，c 外被層のj写さ，密度および比熱〉。分母が小さけれ

ば冷却度が大きいわけで，軽くて，薄い鉄板 ・アノレミ板

などで，それが室内と熱遮断材でへだてられているよう

なときは，非常に冷却が大きい。風のある場合はl l ' . が

大となり，流出熱量も大となるので表面温度は気i毘に近

づく。全般的にみれば対流による流出熱品が支配的であ

るが，}誌のある 日は対流に よる割合が増 し，風のない日

は綿射による割合が増す。要するに風のない l清夜は，天

空幅射に よる冷却作用が大きいわけで防寒の点からいえ

ば，もっと熱遮断のよい雨戸などでガラス窓からの騎射

冷却に備えるべきであろうし，互には積極的に冷房に利

用する函もあろうと思われる。

( M. K)  



湿湿度調整のオートメーション

静世をあげてオ ー トメ ーν ョン時代である。人員過剰の

日本に人手を締出すようなオートメ- i / a : Y は困るとい

って，従来のように眼と耳と手で機械の作{;/J を一々やっ

ていては，競争の激しい国際市場で務伍者となってしま

うといわれる。との考えは温湿度調挫の分野にも折l寄せ

てきた。戦前の話であるが，某建物にも当時としては，

最尖端を行く設備として温湿度調整にオートメージョ γ

をやったものがあったが，その管理者は「あんなものは

使いものにならない，まあ飾りものだね，手仇でやって

る」といっていた。もっとも部品の発達した今日のオー

トメ- i / ョ γ ではとんな飾りもののオートメ- i / ョジは

なかろうが，企業家も実務家もオートメ- i / S : Y といえ

ばまるで手放しで， “ ほっとらかして置くこと" すなわ

ちオ ー トメージョシ と考えている向がないでもない。過

日の新聞にソ速ではあらゆる工業生産の才 一ト メーν ョ

シ化に倣えて，高等技術者の教育と養成に一段と力を入

れているとの報道ーがあったが，けだし時宜を得たととで

ある。

' オー トメーν ョY は設計施工においても，またその保

守管理においても一層高い技術水準を求めるもので，建

築物の温湿度調整の場合でもその管理には従来よりも相

当高い技術者が配属されてとそ，はじめてその操作が正

確にされ真価が発揮されるのである。

' 今日 一般に用いられる混湿度調整では，高圧または低

圧ダクト法のいずれにしても，ほとんどはセン トラノレ -

V ステムといわれる一個または数個の空気洗糠機によっ

て，館点調整した前処遇! 空気を送風機で室内に送る方法

が用いられる。したがって室内の混度または湿度を調書き

するには，との前処理空気の銭点温度または空気決機機

出口の乾球温度を調整するこ とによって，その目的が達

せられる。空気の温度と湿度はたがいに関連するもので

前者が上昇すると後者が低下( 乾燥) するので，一般建

築の場合には大抵室内温度調節摺( ナーモスタ ット ) を

用い，送風i i 1 または前記の乾球温度を調節 して，室内の

混湿度調盤をする。これが温湿度調整オ ート メー ν "，:Y

のもっとも簡単な方法であり ，かつ要点であるが， この

ほか二次的には冷凍機，汽純，ポンフ・その他各種の機書官

類の自 {;J J化を必要とするととはいうまでもない。なお，

i機擦のオートメーν ョY に関連して温度，湿度，圧力，

各種流E の自仇記録化は管狸貨の分析，総合お よび統計

上から，さらにまたその合理化の上からも非常に望ま し

い 。 ( 須 賀 工 業K K 大 路 清 一 郎)
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火 災 報 知 装 置 と 消 火 設 備

一一つ宝規の函から一一

P消火の原則は火災の早期発見と早期鋲圧である。火災

を早く知って，消防隊に通報すると同時に応急消火に当

るととが大切である。知るためには人による方法( 視党

・聡党 ・臭党) もあるが，火災に よる熱 ・光 ・煙を自動

的に感じて人に知らせるものに，自動火災報知装置があ

る。消防隊へ知らせるには 119 の電話もあるが，火災報

知機( 公設) ， コーノレナイン( 無線〉がある。前記の自動

火災報知装置と火災報知機が連動になっているものもあ

る。応急消火の方法には，1降使消火器 ・小型消火栓( 建

物内に水源 ・消火ポンプを持ち直ちに放水できるもの)

・自動スプ日ンクラ( 撒水消火〉 ・ ドレシチヤ( 屋外用

の水碁) などがある。また消火栓に前記のほか消防隊が

使う消防隊用消火栓( 建物内に給水管をたて各階に消防

用ホース接続口を設け，地上に近い外皇置に消防ポ γ プ車

送水口= ナ イアミーズコネク ν ョγ を設けてあるもの)

があるが，これも重要である。とう舎いてくると報知装

置( 自動火災報知装置 ・火災報知機〉 ・応急消火設備く軽

便消火器 ・小型消火栓 ・スプリ γ クラ ・ドレ γ テヤ) ・

消防隊用消火栓設備の三設備は，火災を知って，人また

は消防隊に知らせ，応急消火をし，消防隊が米て消火を

.  

することができるよう総合的に計画さるべきで，その一

つが欠けても有効な消火が行いえないことを知ってもら

いたい。火災を知弘知らせ，応急消火をする設備まで

は少くとも自動的にベノレを鳴らし，消火ポ Y プを的かし

消火用水を撒水する式のものが理想的である。大きいあ

るいは広い建物 ・|決薗館な どの特殊用途のもの，窓な し

建築では，前述の消防隊用消火栓が必要である上に，建

物内の上下または横の連絡ができる設備ーある種の自動

火災報知袋置と場内放送設備が利用でまるーが必要とな

る。自動火災報知装置は特殊用途や大きい建物に設ける

よう婆求している。火災報知機は前述の建物の構内にも

設けるよう要望している。小型消火栓は 4 階以上，また

は延 1，200. m
2 以上あるいは特殊の建物に，各階の床面

積 600m2
以内ごと，かつ間隔50m

2
以内ごとに 1個以上

設けるよう要求している。消防隊用消火栓は
7 階以上ま

たは
5 階以上でかつ延 6，OOOm

2
以上あるいは特殊の建

物に，各階の床面積
1，200m2

以内ごと，かつ間隔 100m

以内ごとに 1 個以上設け，竪管 1 ごとにナイアミ ーズコ

ネク ν ョ: Y ( 双ロ〉を 1 以上設けるようにしている。ス

プ! . I : Yクラ ーは危険部分に設けるようにしている。( 字

数の関係で詳細は省略させて頂く) 。

( 大阪市消防局指導謀総築係長 竹 ロ 信 夫〕

･ｾ＠



ｅｅ 固 ｾｬ 園

ダ j自ク ト の

近頃多く建てられる放送およびテレピのスタジオにお

いては，許容騒音レベノレが非常に低いために，空気調和

ダク トに充分な消音処理を行わねばならぬことは? 有識で

あるが，一般のヒソレに於ても種々の理由からダク ト内の

風速を大きくする傾向にあり，その高速化に伴って増加

する騒音を除去する ととが重要な問題となってきた。ま

た非常に簡単な換気援置においても防音教室等では必須

のものであり，もはや特殊建築に対する特異技術ではな

くなった，というととができる。

空気調和装置全般に対する Sound Cont rol は A ふ H. A.E

の“ Guide" に一章設けられ，一応一貫した設計が示され

ているが，まだ不明確な部分が多く，やや古くなった感

もあるので，ことでは比較的新しいデι ターを紹介しな

がら，ダク トの消音設計の基礎的な考え方を述べよう。

，.  設計の基準

まず設計の目標として， 調和空気を供給すべき室内に

おいて，どれ程の騒音 ν ペノレであればよいか，ということ

を定めねばならない。一般に許容騒音 レベルとして 第 1

表の I の如く示されているが，とれはあらゆる騒音源に

第，，;置

室 の 組 類

レベル on)  I  s・C 基四回l曲線

放送，録音，スタヨオ 25- 30  15- 20 

音楽蛍. ｔｖ スタｾオ 30- 35 20- 25 

高 級 劇 場 25 

最函会館学ォー校デイトリアム 35- 40  

病 院 30 

住宅， アパート ，ホテル 35- 45 

関笹館，会議室 40- 45 

小 事 lil 室 40 

銀行，商底，大目Jlil 室 45- 55 

レ ス ト ラ ン 50- 55 45 

体 育 館 50 

タイプｾ 55 

工 場 40- 65 

よる総合結果で品うるから，ダクトの騒音がそれに加って

しかもとの値を満足さ せるためには， ζ の値より主主 db 
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低いととを目標にするべきである。ととろがダク トの騒

音は低い周波数から高い周波数まで連続 して含むもので

あり，ダク トに吸音材を入れると，一般に周波数の高い

音は よく吸収するが，低い音は吸収し難いので出てくる

騒音の音質が変化する。その上人間の耳は 80phon 以上

位の大きな音に対 しては，同じ強さ ( Intensi ty) であれ

ば，どの周波数も大体同じ大きさ ( Loudness ) にきこえ

るが，小偉い音になるととくに低い周波数に対して鈍感

になる。 とのように音源も聴覚も，ともに周波数特性を

持っているのであるから，当然，周波数に対する考J蓄を

せねばならない。との問題に対して しL. Be日 nek その他

の人逮が提案している方法も紹介しょう。

第 1 表E は第 1図の曲線を指定する番号であり，第 1

図の曲線は周波数を連続し たオクタープパジドに分析し

それぞれのパγ ドレベノレを曲線で結んだものである。と

の曲線は会話を妨害するレベル ( Speech interference level )  

として実験的に定められたもので，ある室内における騒

音をオクタープ ・フィノレターを通して測定した値が，第

1 区! の 曲線の各パ γ ドの値より小であればよいというこ

とである。

100 
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20 
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20 15 150 300 

75 150 300 600  11. 00  24∞4側 10切

周 波 書t パ‘ ン ド ( C./.s )  

第 1 凶 sc' l ! 単曲線



2. Fan による騒音発生量

2.1 音源出力 空気調和装置で騒音源となるのは F.n

が主体であって，大抵は遠心送風機が用いられている。

それが風とともにダクトに送り込む騒音のf i 1 : はなかなか

明確には把み難い。もとより送風機個々の出来具合によ

るものだが， Berar、ek 等は数年間測定したものかpパワ

ーレベノレ (P WL) としてつぎのように表 している。

P WL = 1∞+ 1010g10  H P  ( db)  ( 1)  

ととで

P WL = 1010g10  W/1o-- 1 3  ( db)  W; 音響出力 (ワ γ ト〉

H P; ファ Y モーター の公称馬力

( ネームプレート の値)

そしてその周波数パンドの特性は第 2図に示す。吹出し
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第 2 図 遠心送風機の音響出力特性

も吸込みも，どちらも土4 db の範囲にあるが，設計に

は上限の値を とる。 ζ の測定には現れていないが，

プレー ド周波数= く翼数) x ( 回転数/ 秒) ( 2)  

で表される周波数の音がとくに大きく 20db 近く山を作

るととがある。とのようなときはとくに，その周波数の

減衰をはからねばならない。果してわが国で製作される

F.n が上の値を持つかどうか疑問だが，とのような基礎

グーターを早く把まねば，充分な設計ができないととを

銘記したい。

2.2 Fan による室内騒音レベル 送風機から出たW ワ

ットの音響エネノレギ ーが，ダクトを逝って室内に入ると

どれほどの騒音レベルになるだろうか。これは室内の音

響的性質に大きく左右され， 吹出口 の位置大きさ ，それ

からの距離，また周波数によって分布状態が変化する o

Ber. nek はそれらを考慮した計算法を示しているが，か

なり繁雑になるから，ここでは供給された音響勢力が室

内一様な騒音レベノレを生じていると考えよう。それは平

均値と考えても，室の中央の値と考えても大きな誤差は

ない。この仮定の上に一つの F.n から出た営幹エネルギ

ーが，途中のダク トで全然吸収されずに，全部が一つの

室に入る場合を考えると，その室内の F.n による騒音レ

ベノレ F NL は

F NL=. P WL - 1010g10  A  ( db)  ( 3)  

とこで A; 室内総吸音力 ( ft
2
-sabi n) ，メート ノレ制では

A' ( m2-sabi n) =  I Sι cr. ; 吸音率， 5; その面積 ( ft
2

) ま

たは ( mりとして Z は室内全体について計算する。

F NL=. PWL - 1010g10  A' - 10 ( db)  ( 3' )  

との式で各オクタープノ，y ドの P WL および A ( または

A  つ か ら 計算すれば よい。“ Gui de" に記されているダ

クトの分岐による減衰，およびグ 9 l レ面での滅荻という

考え方はこの場合( 3) 式の中に含まれて しまっている

が，一つの F.n から多くの室に分割供給される場合は，

“ Gui de" によって計算する必要がある。

2.3  Fan以外の騒雷発生源 普通の低迷ダクトではそ

れほど問題でないが，高速ダク ト ( 2000 - 4{)OOf pm) に

なると，気流によるダクト内摩擦音，曲り，分岐，およ

びダ γ パ一等により発生する渦流音があり，さらに室内

関口グリノレ面の流速が大であれば，意外に大きな騒音を

発生するととになる。 これらの騒音発生E はいまのと と

ろ予知出来ないが，流速が 2 倍になれば約 15db 増加す

る関係だけが分っている。そのため出来るだけ騒音を発

生しないよう対策を立てておき，実測により修正する方

法をとらねばならない。それには管壁の摩擦を少 くし，

分岐曲り等においては， 11筒を生じない よう曲線を定め，

V. ne を付け， 吹出および吸込口においては 充分風速を

落す よう実効面積を大にとり，なお，グ日 ノレには騒音を

発しない裂を用いる等万全の処置が望まれる。

3.  ダクトによる騒音の減衰

3.1  所要減衰量 鉄板あるいは ゴY ク日 ート のダク ト

裸のままでは，その中を伝わる音はほとんど減衰しない

と考えてよいが，曲り，断面変化によって勢力が音源の

方に反射され， 伝達に減衰を生じる。 “ Gui de" には直管

に対し て第 2 表， エノレポーに対して第 3 表が示されてい

る。

2官2表 rrmの減必量 第 3表 エ ル ポ ー1ケの減衰i !

ダヲトの司法 | 糊混(db/ft)

6x6(in) 2  

24x24 11 

72x72 11 

0.10 

0.05 

0.01 ＱＵｾＳＶ＠

36以上

的りの周波数特性は第 3図の実験曲線がある。
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超えると何等保証がないととに注意せねばなら ぬ。実際

には この範囲内で設計を行い，所要ダクト断面積を得.る

ためには何本か集めていわゆる Cel l 型消音器 とする。

上の限界より小寸法のセノレ裂ダク トの実測伊j を第 6図に

示す。

ダク トの幽りに l以音材を内貼りすると 音が直接入射す

るために，非常に大きな効果がある。 第 7図は計算によ

る近似曲線である 。

以上がダク トの自然減衰 といわれるもので，各オクター

プパシドにおいて

( 所要減衰量) = F NLー ( 第 l 図 scサ毒準値)

一 ( 自然減衰: f i ! : ) db (4) 

が何等かの方法で消音処理をせねばならない減衰宜(db)

となる。 この滅漢を行う方法の代表的なものの概略を第

4図に示す。その 内 2 ，3 のものを Ber悶a吋f

によつて紹介しよ う。
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館 8 図 分割j プレ ート型消音栂減衰持性

吸音材 A ; ロツヲウール 6Ib/! ，.

叉はファイパーグラス 4Ib/! I"

B

7

)  ; ロックウ ーJ レ13. 7Ib/! 13

代表的な ダヲト の消音方法とその特性の続略

3.2 吸奮材内貼リダクト 第 4 図 I に示すものでもっ

とも基本的なもの。計算式も多く提案されているがもっ

とも実用的なのは H. J. S. bi n によるもの匂る。

減衰: f i l (db/ft. ) =12.6 "， 1. 4  P/A  (5) 

'" : 内貼 り材の その周波数における吸音率

P =2  ( a+ b) : 周長 ( i n. ) A  = ax b; 断面積 ( in. 2
)

との計算には第 5 図を用いれば便利であるが， 1) ダク

ト寸法 = 9x 9(i n. 2) - 18x 18(i n.  2) の聞でa/ b=1 - 2.の

範囲， 2) 吸音率直 = 0.2- 0.8の間， 3) 周波数は256-

2048(c/s) の範囲であれば誤差士 10%以内，その限界を
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減哀値 Ｈ ､ ｢ Ｉ ］ Ｑｏ ｉｯｧ Ｑ Ｐ Ｒ］ヤシパー内全 附 本並ｾＲ｟
音源側関口面転I

.  (6)  

とれを各周波数ノ，y ドについて計算すれば よい。 l汲音カ

を得るための吸音材の扱い方は， ー般室内音響の場合 と

全く問機に考える。吸音面を増すために第11図 Bの如く

チャンパー内に仕切り皇置をつけるととは，同時に内貼り

エノレポーの数を増加するととになり，非常に効果が大で

ある。との ようなチャ ジパーは普通ファ ンの直後，分岐

点，お よび室内への吹出口ユニ γ トとして用い られる。

後者は高速ダク トにおいては，吹出口 の減圧を兼ねて必

須のもの とヨ考えてよく ，さいき んとれについて東大生産

研，勝田氏の研究がある。

共鳴器を持つものが作られ，と〈に必要な周波数を吸収

するととが行われている。との型は始めジェッ トエ γ ジ

ジ試験室の通気のために工夫されたもので巨大な寸法で

あるが，さいきんの広告ではあらゆる寸法のダク トにつ

けられる既製品が，米国で売出されている。

3.4  マフラー型消雪器 とれは音響ブィノレターの一種

とも見られるもので第 4 図VI の如く ，ダク トの管壁に関

口を持つ共鳴器をつけたと考えられるものや ，第10図( b)

のように内貼り吸音材の背後に空気室を置いたものがあ

り，どちらもその共鳴効果に よりとくに低周波部分の減

哀をはかるものである。 F. n の発生騒音の中で ( 2) 式の

如く特定周波数がとくに大きい場合は，その周波数に同

調する共鳴器型を設計することが望ましい。

E 宇日 +
G  

3.6 国体奮の艶響 以上の減衰誌の計算によってどん

なものを用いようと，ダクトの長 さをのばせば，いくら

でも大きな減衰f立が得られる よう に見えるが，音はダ ク

トの内部空間lを通って伝達されるだけでなく， ｾＺ ・ 壁 や内

貼材を振動させ国体音として伝わり，再び空気中に音と

して放射されることを忘れてはならない。故に l OOc/ s以

下の周波数の音に対して おdb 以上，あるいは l OOOc/ s

以上に対して 50db 以上の減衰が必要なときには，ダク

トの固体音に対する遮断に充分な処置が必要 とな る。そ

れには，コ γ クPートのような重量壁でダクトを作った

り，部分的にカシパスをはさんで振動遮断をする，等の

ととも必要になってくる。とのような処理に成功して始

めて高度の滅哀が得られるのであり，いたずらに吸音材

を多く用いても効果が上らないととを注定、せねばならな

い 。 ( 以 上 )

( 筆者神戸大学助教俊 ・工学部建策学教室〉
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第 10 図 マフラー型消音磁の減京特性. ""' 測他をもとに，ダ空

ト径 d と波長 λ の比を繍納にとって表したものでダヲト寸法の鋳る

場合も近似する。

1)  A SH A E  " Gui de"  1955 ;  P .  931.952. 数年来変らない・

2)  K nuds en &  Har r i s  ; 例えば庖築縫誌 1955. 5月. P. ・49.

3)  J  A S A  25 (1953)  P  .313. 

4) J  A S A  27 (1955)  P  .217.  

5)  B er anek “ Ac oust i cs"  1954.  M c  Gr aw. Hi ll P  .351. おO.

6)  J  A S A  12 (1940)  P  .53.  

7)  R i char ds on  “ T ec h ni cal  A s pect s  of  S ou n d"  1953.  

E l sevi er .  P  .187.  

8)  J  A S  A  27 (1955)  P  .452.  

9) 建築学会関東支部研究発表 1956. 4月. 第4部会 P .105
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3.5  ダクトの断面菱化による減衰 プレナムチャンパ

ーの如く，ダクトの断面積が急激に変化すると反射を生

じ， 音響エネノレギ ーの伝達が減少するととは物理的に説

明が出来るが，減衰を大きくするにはチャンパーの容積

を大にする程 よい。が騒音の減衰E を計算するととは困

難で，実用されるのは吸音材を用いたプレナム チャ ンパ

ーに対 して， 音響勢力が完全に拡散されると仮定し，近

似的につぎの式を用いる。



(7 月 分〉リイ更
..0. 

c  

.0、

:::u.: 

会を引き続ぎ行うことは時間上不都合を生ずるととがやj

り，他に懇親会場を探したが適当な箇所が見当 らない旨

の報告があり，審議の結果，本年の懇縦会をとり止めて

ビーノレ工場の見学会のみを行うととに決定した。

住 宅 委 員 会

10日 3 時一一 5 時 半 於朝 日ピノレ

出席者 中里子委員長外 6 名 事務局 2 名

議事( 1 ) 7 月号掲載の都心団地計画l記事の経過報告。

(2) 住い方文献資料インデックス整理の件本資料を活用

できるよう整理するととを上回，竹内の両委員に委l腐し

た。 (3) 啓蒙活動の方針ーについて 刷新|封iを通じて の啓蒙

一般大衆を対象とする信家活動を新聞社i亡。J きかける問

嗣について従来の経過を述べ，この活動を実現するよう

に努めるとと として， ζ れに適当なテーマを各委貝にお

いて三与えることにした。( 吋講演会，統習会の件， これに

ついては当分消極的方針で臨むとととし，とれらに利用

できるようなスライドを逐次製作すること並にその製作

担当者などを決めた。

28日 2 時半一一 51時 半 於朝日ピノレ

出Ji ' f { 者中野委員長外 7 名 事 務 局 2 名

議事 (1)新聞を通じての啓蒙問題各委員から提出の

テーマについて，これが取扱い方を審議決定した。次回

に ζ の内からの選定テーマについて，その内容に関して

一同で検討することにした。 (2) 会勢審議会委員の選定

中野委員長を推薦した。 (3) 住い方文献資料インデックス

について 類別の方法を上回委貝に一任した。 ( 4)手持ち

スライドの試写を行った。

事 会

11 日 4 時半ー- 5 1時4 . . 0 分於朝日 ピノレ

出 席 者 竹 腰 会長 東畑副会長外 6 名 事 務 局 2 名

議事 ( 1) 学会借入金について公正証書作成に関する件

5 月の理事会で承認された学会からの借入金について公

正証書を作成する件は，公正証岱および付随の契約書の

内容について，学会から改訂の第二次案が提示されたの

で， ζ れを審議して承認した。 (2) 会員懇親会開催の件

アサヒビーノレ吹田工場で，同工場を見学した後， ビーノレ

ノ号ーテイを行って懇親会を開催することを承認した。 (3)

入退会者詮衡の件。 (4)報告事項事業報告，会館資金募

集状況， 6 月会計報告な どが行われた。

E里

事 業 委 員 会

9日 4 時一一 5 時15分於朝日ピノレ

出 席 者 鷲 尾 委員長外 6 名 事 務 局 2 名

議事 ω建築写真コY クーノレ募集規定について 募集

規定案を審議の上決定し，その他の必要事項についても

審議した。 (2) 会勢審議会委員の選出 岩崎副委員長に決

定。 ( 3) 7 月事業企画について 企画の通り実施する こと

にしたが，建築講演会は諸fJ i l j の都合によって 8 月に延期

実施のと とに決定した。 (4) 新しい建築材料説明会につい

て 矢野幹事を主査に委唱し，建材審査委員会とも協議

の上，計画を進めることとした。 (5) 互の見学と懇親の会

について 3 名の実行委員を委嘱して実施プランを練っ

て戴くととにした。

編 集 委 員 会

幹 事 会

128 6 時半一一 8 時半

事 会

27日 5 時半一一 6 時半於朝日ピノレ

出 席 者 岩 崎 副 委員長外 4 名 事務局 2 名

懇親会実行委員がアサヒビーノレ吹図工場に赴いて打合

せをした結果，工場の操業時間の関係で，見学会と懇親

幹
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出席者佐野委員長外 2 名 事 務 局 1 名

10月「設計 ・施工」特集号の企画について，施主と施

工者の間の諸問題に関する事項につき種々意見を交換し

取上げるテーマやその取扱い方などについて審議した。

本 委 員 会

14日 1 時半- 4 [時 半 於 朝 日 ピノレ

出席者佐野委員長外 9 名 事 務 局 2 名

議 事 ( 1) 8 月号経過報告 (2) 9 月号経過報告 (3)10月

「設計 ・施工」特集号企画について 委貝長から幹事会

における検討経過を報告し，との幹事会案を基に審議し

て10月号の編集内容を具体的に決定した。 ( 4)会勢審議会

委員選任の件は幹事会に一任。

建材審査委員会

13日 31時半一一 5 1時半 於朝日ピノレ

出席者註塩委員長外 8 名 事 務 局 2 名

議事 (1) サーモペン審査の件 若木主査から審査報告

の後，俊良証明書を発行するととを決議してその特徴の

点を審議決定した。 (2) 後藤ラス審議の件審査経過報告

の後竹内〈成) ，竹内L孝〉両委貝から同品施工状況をさい

きん検分した状況について報告があり，審議の上申請者

にさらに研究を薦めることにして申請却下を決議した。

(3) エマノレ ! } v: >' 審査の件背問委貝の検討結果の報告を

受けるため次固まで保留。 (4、而Iアノレカ日塗料審査の件

審議の上優良品と認められないので申請者にさらに研究

を薦めると とにして，本申諮却下を決議した。 (5) 材料説

明会に関する件 矢野委員から，事業- 委員会において企

画中の新材料説明会について報告があり，本委員会にお

いても優良証明書を発行した材料については，との企画

に協力することを決議した。

教 育 委 員 会

20日 3 時一一 51侍 於朝日ピノレ

出席者竹内委員長外10名 事 務 局 2 名

議事 ω工高生の夏期実習につい て 犬束主査から，

小委貝会および十日会会員との懇談の結果につい て報告

があり，各委員から実習の在り方，その効果をあげる方

策などに関して，種々意見および希望が述べられた。な

お実習生に対する手当や傷害補償の問題についても一応

現在妥当と考えられる線を決定した。また，実留の結果

についての調査に関 して，犬東主査の調査要項案を審議

したが，さらに小委員会においてこれが検討を重ねると

とにした。 (2)左官工事の講習会について 出版委貝会で

左官工法指針を発刊したので，これをテキス トにして講

習会を開催する案について，各委員で このパンフレヮ ト

を検討した上で，次回に講習会開催の可否を決定すると

とになった。 (3)大学における施工教育について 渡部委

貝提案の大学における施工教育充実の必要に関する件は

その趣旨を文警にして提出していただき，検討を重ねる

ことにした。 (4) 夜間学校に関する件工高卒業生をでき

るだけ早く役立つ ようにするため，夜間の専問教育機関

の必要があるととを認め，との問題を検討するため立花

委員を主査にその他委員を委I属した。 (5) 会勢審議会委員

選出の件川名委員を選出した。

災 害 委 員 会

268 6 時半一一 7 時 於芦屋会館

出席者横尾委員長外 8 名 事 務 局 2 名

殺事 (1) 災害防止臨談会記録の件 馬場委員の手・許で

鐙理取締めの上，編集委員会へ回付することにした。 ( 2)

会勢審議会委員の選出 小泉委員を選任した。閉会後委

員有志の懇親会を催して懇談を交わした。

産 歓 会

設備に関する産談会 ( 編集委員会主催〕

6日 1 時一- 4 時半於大阪建設会館

出席者佐野編集委貝長外編集委員 3 名 設 備 関 係 者

10名

会誌 9 月設備特集号企画として本座談会を開催。石原

編集委貝の司会で，設備計画についての一般論から，設

TRADE ｙｾ ｛ｌ富山 一一

世界のヱヲ! ? 詩型社
関 西 販 売 代 理 庖

株 式
会 社 菅 薗 庖
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を終った。

室生寺と大野寺見学会

22日 10時一一 81時半 参加者40名

酷暑の折柄を，古寺の美を探りがてら総蔭水明の山渓

に涼を求・めて日 l曜の一 日を室生寺の見学に暮らした。ま

ず大野寺で，室生川を距てた対岸の援に総彫りされた大

弥勃像について，京大山本先生から詳細にその由緒や作

者についての説明を承わった後， 室生寺に向ったが，合

憎当日は私鉄争議で予約のパスがストで動かず，約 7 粁

の砂京j混り道を一同耐熱行軍の余儀ない次第となった。

それでも一同元気に 1 時頃室生寺に到着，涼風に一段と

生気を取戻した。休憩所で山本先生から寺の縁起や堂塔

の建築上特異の点，優れた仏像などについて詳細な解説

を受け寺内を見学した。樹立に固まれ，山層に侍って建

てられた金堂，滋頂堂，5!J;桜j堂，さらにわが国で最小と

いわれる可憐な五重塔など正にー憶の絵の感がある。見

学が終っても期待したパスのスト解除はなく，漸く有り

合わせの二台のタク ν ーで数回にわたり分散輸送して帰

途に就いたが，淘に思い出深い楽しい見学会であった。

日本尊売公社京都病院見学会

28日 2 時半- 4 時 参加者20名

酷暑と地理的関係からか，比較的少数の参加者であっ

た。たまたま現場は最後の仕上最中で大変ど迷惑をおか

けしたが，施工者浅沼組から非常など配慮、を受けた。監

理者として専売公社営繕課筒井氏から，また設計者と し

て山下事務所の清水支社長から，最後に施工者浅沼組牧

浦所長からとそれぞれの担当についての概要説明があり

案内に従って病院各階，看護婦宿舎と見学を行った。千

好余の池に沿って建てられた病院と宿舎は環境に恵まれ

て明るい色彩の気持ちの良い新建築であった。

備関係の個々 の具体的な問題について長時間熱心な意見

発表が行われ，色々有益な話が交わされた。

見 学 会

北海這パタ -K.K. 大阪市写L工場見学会

14日 2 時一- 4 時 参 加 者60名

外壁の色彩の大変奇麗なそして食品を扱う所だけに非

常に清潔な工場であった。まず P ・R 室で河野工場長の

ご挨拶と設計者山下設計事務所の清水支社長から設計上

の，施工者東海興業K K，辛木支庖長から施工上の説明

を，パター会社製品のアイスクリームの接待に預りなが

ら聴取した。続いて 2 班に分れて工場内を一巡見学した

が，地方から集荷された牛乳は，オー トメ ーν ョン操作

で少数の人員によって瓶詰め殺菌されていく。本工場は

現在，近畿第一の設備であるが，なお将来増設 される予

定の趣で，構内は広々と，また見ただけで渡ってみたく

なるような工員休憩室への渡廊下などがあって，なかな

か気持の良い工場であった。

大阪アサノコンクリート工場と

日本セメント大阪工場見学会

19日 1 時半一一 5 時 参 加 者70名

日本セメン ト会社提供のパスで工場に向う。聞社集会

室で一間接待を受けて，森田工場長から同工場における

生産や設備に関するととを，ついで大阪アナノ コシク D

ー トの抜本工場長から本年 7 月創業の同工場の概要につ

いて説明を承わった。参加者は日常関係深い身近かな建

材の製造工程を親しく見学して，セメン トやコγ クPー

トについての認識を一層深めるととができ，非常に得る

ところ多かった。見学を終えてからさらに質疑応答を行

って不審を訊した後，関係者に厚く謝意を表して見学会

宇 部 セ メ ン ト |

御一報次第

説明書急送

t

P

E

P

且

p

ト

ン

宇 都 普 通 セ メ

宇 都 超 高 級 セ メ

字 部 中 庸 熱 セ メ

( 混合セメント)

宇 都 ポ ゾ ラ ン セ メ ン

( セメント混和材 Fl y- -Ash)  

部 ポ ゾ ラ

ン

ン

ン

宇

72 



ι 附底金具衛生陶器

. . "  

躍進する茅ケ崎工場

昭和 ＳＰ 年 ＱＰ 月上 ｾｉ 築 工 ｉ ｉ ｉ を完 了 した 守 ｈ 上
茅ケ崎工喝はモの後生産も軌道に乗り

多数の製品を市場にｩＱｬり ｈｉ しておりｻｾ
様の御期待に副 うべく日夜努力 してお

ります。

索、‘ '
J手
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駁忘面 ｉｴｾ ヲィシゲ

@ マ ル エ ス 印 フ ラ ス リ ウ ム l こ 跡 て

特 徴

@ 問 合 成 酬 樹H脂 一 旨

を具備し ていますが特 tに乙下記の点tにと於 て優れ て居りま す。

1. 耐摩耗性が極めて高く美麗である。

2.  耐油性であってとらない。

3. 表層の部分修理が簡単に出来叉難燃性であ る。

4. 敷込が簡易であって 目地 をな くす乙とも出来る 。

規 格

色 彩… … 緑色 ・灰色 ・藍色 ・茶色

厚 み ー … 2. 5耗 ・3. 0粍

巾... . …. .… ・…・ ・36[1す ・長 さ……… Ｗ Ｒ ｾ 尺

一巻の面積… 6 坪

f2. 5粍 10H

一坪の重量{

l 3. 0粍 12H

接着材には ⑨ 印プラスリウムセメント及ア スフアルトセメン トがゐります。

用 途

鉄筋コンクリ ー ト建築 ・木造建築 ・車 輔 ・船 市自

下地はモ ルタル塗 ・板張 ・鉄板張の何れでも使用出来ます。

大阪市西区新町北通 1 ノ40

東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 田

山 形 市 小 臼 川 町 3 9  

電話新町@J 5281 ・5282 ・5283

電話足立⑮0131 (代表) - 5  

電 話 山 形 2 8 3 7 ・3 7  7  9  



、

関 西 建 材 協

2日 会館建設資金本会扱調達事務を終了したので.

本日最後のｾ金残 ￥ ＲＱＳ ‘ 万円也を日本姥策協会に ｪ 南け，

募金事項を完了した。因に建材協会会貝応募73社合計金

額 ￥ 676 万円であった。社名金額は「建築と社会J 8 月

号に掲載の通り。

7 日 会事書会計部会 3- 4時 理事会 4- 6時

於天神橋大i反述; 没会館

1'1木高1I会長外13名1: 1¥席。 6 月分会計報告検3七 日 数bF1

1.JH検討， 1同展示場決算，資金応必の十1' ， ｉｅ 正予算，来 ｲｲｾＪ

ｾｉ 鴻プラ［Ｏ， rm館準備委貝編成の件，談活室の{ 牛，比九人

備品調，女子事務員採用の件。

6 時30分 - 7 時30分 田村，船津理事と事務局長 3 名

はクラブ室出前のととにつき高麗橋付近の小 ν ストラ γ

を調査した。なお本日 ， 日建設計における展示ボ ックス

その他本会備品並設係等の撤去と控illt' iを一 切51 AA- 1 し完全

に日主l ! 設;n工 務K Kへ備室の宇| 二を li 上解決した。

12日 開館準備委員会開催 3時- 6時 於 1; リIII 事務 室

笠原則丑l ! Ij( 長外11名出席。委L J . 長互選， 出品規定脱会

費決定。委貝分担を定め着々進行申合せ取 ｾｬ ぎ出品予約

募集活手するとと とした。

13日 事務局長は述。設連合委11杓11氏を円建設晋|ーに訪問

始材協会展示場+nl l フーラ;/，{，1写真を波し， IJU館予定 1-1を

よl 合せた。

14日 411寺船津会勢部長来月Ti ，会務打合せの後，女

子事務貝募集につき協議の後， Ｎ ｾ� ｬ ｬ ｝＠ ffr 聞にも 三行広告倒

11況を手配 した。

16 日 午 後 笠 原 則 理 事 長 と大和事務局長はかねて入

院給養中の室谷理事長を神戸市劉外不Ａ病院に見 ｾｬｾ し会務

報告投打合せした。

18日 事務局長は 中村会長を訪問せるも不ぶにつき，

円本板硝了・総務部長に会務報告後 Ｇ ｉＧ Ａｬ ｬ 会， ｮＧ［ｾｩｬ 長に而会会

計引なiを打合せた。

20目 午 前 事 務 局 長 は 木 会 を 代 表 し て K K ケY トク

ネ上にすわらじ劇lにつき感謝の怠を表し，二主主震装備工業

K Kに対しては，資金借入れ事項につい てそれぞれ謝 意

を表した。

21 日 午 前 事 務 局 長 東 洋 洋 瓦 K K訪問，今次建設資

金募集につき， ｉｾ 動車提供その他絡別協力につき会を代

. 6.  

ｾ＠ 7  月 会 報

表謝窓を表 した。

25日 午前10時- 1 時 鈴 木 ， 田 村 ， 船 津 ， 三 理 事 と

事務局長は予而予選した女子事務員の面接を したが，さ

らに27 日と 30 目前後三図面接の結果庶務会計に上杉美津

子，展示場係に松島貞子， クラブ室係 に野尻泰子を採用

決定 した。

26日 111時_ 2 時 於今橋クラブ

建設業ネ1: の資材関係各位を囲む午さん会開催 会する

もの米質，京区内化社の建設業者 6 ネ上の外，会 員50余名

計60名午餐をともに した後，理事長病気のため村石事業

部次長司会の下に懇談を した。まず自己紹介と 各社取扱

品について簡単な説明と紹介をした後，来賓松村組村瀬

資材係長より穴明き合板につき沖縄注文の閉会せにつき

質問あり回答，伊西組飯田常務より新展示場に大なるよ切

符を持つ，野村正l ! 設 K K森田営業課長 より 建材知識慾に

燃えている熊谷忠u天白氏，佐総工業: t ; ; 城氏よりそれぞれ

挨拶があった。その後会員中 よ り Ｑ ， Ｒ 質問がある等 ｾｉ 臣会

干'''.1乞 21時閉会した。

午後 京都建設業協会井上事務局長来会，同協会内に

建材展示場開設企国中につき協賛方依頼された。

30日 新事務所に屯訴架設のため公債を求めた。

31 日 岡山県建築課長川野徳氏け、浅原審査係長と来会

今春本会協 ｴｾ 出品 した住 宅展の延長 として岡山県 下各所

に巡阿展示説明会開催 の挨拶 と出品の謝意を表された。

今夏本会に対し暑中御見舞 を寄せられた各位は下記の通りで

す。紘上を通じ乍延引御礼労 御々発展をお祈り申し上け' ます。

ν フヵー工業 K K iir士 商 会 新興担l材工 業 所 岩 城 硝 子 K K

吉野石背 K K 山本宮車業研究所 やまと 建材 ｋｋ 泉右前ｾ工 業 ｋｋ

日本V ヤンクー製作所 野 沢 石綿 セj ント K K 以上各位

直五l

事 務所移事事と 専用電 器開設について

本会は近級建築会館事務室設に展示場唆工 とと もに，

下記の通り ( 10月初句予定) 移転致 します。

大阪市東区北浜 3 丁目( 市電北浜 3 丁目下車東に一丁

北側〉 専用包括 北 浜 @7  1 7 2 番

本番を一階受附 1<:' 乙恭を地階展示織と三階本館fJJ16室1<:' 放置する。
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l 0978- 9・0970

本 社東京都千代田区丸ノ内ニノ ー・O 電

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 六 O 電

名古屋出張所名古屋市東区東門前町 三 ノ 六 電
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諮

務

1援 ・冷房 ・空気温混度調整装置

設 計 施 工

，、 高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中 ノぬ 3 丁目 3 番地 ( 朝日ピル 7 階)

m話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5  9  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 間 駿 河 台 4 丁 長12 番地

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 漕 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 ー 5 1書

工 場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目 ニ0

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

営業所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

各 種 電 気 設 備 工 事

置 富 十 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 一

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島三丁 目三 朝日ピル 6 階

電 話 大 阪局 ⑧8851番 ⑧ 9531・1334・2351

工 事 部 大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 二 丁 目 八 署 地

電 話 大 阪 局 ⑩ 4 5 9 5 ・7 5 6 3  

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒュー ズ分2亘書主 N F ノーヒューズ配電盤

蛍光灯 ・モーター ・変更 器 ・冷 暖 房 ・エレベーター

三重 ｾ Ｇ ，邑線株式会社元扱 ｊ ［Ｕ

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁 目四 三務地

包 括 本 町 ⑧ ( 代 表) 0 6 7 1 - 9

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 批

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 勝

本 社 大阪市北区曾製崎上- T 自四 一

電話 大阪 ⑧ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 蹟 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目四 七 電話北浜⑧ 7TJ - 3  

支 后 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0  1  0  

支 庖 松 阪 市 本 町 電 話 東 1 3  

出 張 所 東 京 ・名古屋 ・神戸 ・l直方 ・田川・ 大分

@:umuco…s，lrl f造 作 家 具) 踊 1 今

{ 内外救物織物 } 設計施工 上 御 転 年 記

[ 室 内 装 飾j : 望号室主

( 創業 ・大正 7 年) iiu :，.社。依

ニ葉屋装備工業株式会社

(元 K K 二 楽 屋)

取 締 役 村 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本j主川崎町二丁目六都地

( 天六i屯作凶北三丁) 屯訴包的⑨3321- 3 ・3630

3  



式

社

株

会矢 橋 大 理 石 扇 庖

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋二丁目九野村ピル五階

電 話 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 番

H A  Y  ASHI  PAI NTI NG 

C ONT R Ac r OR  

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 林 塗 装 底

T E L  大阪 ・船場@175E- 7 東京 ・神 田@1435

リ ゲ ノ イ ド 床 ・ 床 材 料

製造・販売・施工

福屋工業株式会社

本 庖 大阪市西区雨期江上通一丁目州ー

電 話 i ( 1町 ⑧ 3 4 2 6 - 7

標準セメント 防水材・ 特許 ニッポン

特杵ニッポン防水液 ・急結液一号 〈噴水急止)

二号( 税水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポン

施工指導並二責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメント防水材特許備実

施工場

( 大阪営業所) 北 区 芝 田 町 大 八 電 話 北@7916

( 本社・工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

御 影 ③ 2723

三 三 N. G. C式

工業用夜長童築用各極石灰製 i雀販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 后

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曾桜的新地 三丁目五十三 ノー

(市吉区桜僑停留所前) 電話大阪⑧1274- 6

支 広 ・徳島・神 戸 ・姫 路 ・東 京

陶管・ベンチレーター

22 三 幸 商

大阪市北区曽板崎上ー ノ四一

包 括 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

必』

:a: 

ヒ ュ ー ム 管

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出彊所

株式会社鈴木シヤタア商会

大阪市北区茶屋町'三十三番地

包 括 豊 崎 ⑧98 ・5837 ・8729

風向い平安Bf .

23 佐 村 木 商 庖
実用新案

営 業 所 大阪市東区京僑前之町ニ 各極瓦主主工事請負業

Hl 話 ⑧ 1 5 2 8  

セ ル コ ン イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 関 西 総 販 売 庖

メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工

責 任 施 工 米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

;;プ7A572Z 内 外 工 業 株 式 会 社

脇 山 静 夫

アスフアルトモルタル床舗装工事

区 旭 町 一 ノ 五 一

耐 酸 ア ス フ ア ル ト モ J レタル工 事 電 信 (@ 3 4 3 4 - 6

4  



釦

i

F

観

U

閉
山

一

引

値

n

弘

勲

一

叩

ポ

一

2

8

6

田

M

M

ツ

叩

忽

柄

引

士

ロ

内

閣

酸

部

州

フ

式

祉

対
明
暗

耐

天

A
戸

株

会

志野? ヌフ F ルト

似品衛生陶器)s

緑 川 縁 窯 業

名声/，f

大 仏 組

本l 6 京都市東山区

今熊野池田町9

電 話 関 ⑥3555

大阪 東区内淡路町

1の13 電 東⑧975

製造販売・工事一式

大

阪

市

浪

速

区

元

町

一

丁

目

七

四

二

市

電

賑

橋

(

ナ

シ

パ

)

電

停

西

側

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

電

話

戎

(

六

四

)

五

O

六

五

番

枇

瓦

一

理

秀

一

刻

一

慢

一

真

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神国道電車 !J 1J' 里電停前

造元東京坂巻サンヒ ット 商 会 電 淀 川r.i70417・4091

金 剛 商株式会社
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本 社神戸市生田区長狭通四ノ一地産ピノレ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

支 庖 大 阪 市北区絢笠町五O 堂 ピル 5 階

T E L大 阪 ⑧2021 ・3486 ・1141



/ ヘ

協

窓掛、鍛帳、日除、 壁紙 室 内 装 飾 紙 陣、舗 床 材 一 般

東洋レーヨンのサイロシ鍛遁と紙葺発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  35 3  ｾ＠ 5 番

経 験 ι ⑥ 技 術

I . C. コ ン べ ヌ ( リ ク ソ イ ド )

7  ス ボ ン ヂ シ ー t

太阪 ］ｴｾ， 、弘之趨材社

［自 ｴｾ Ｍ 沓樋 ・ 水切軒 Ｔ 通

排気ダクト・ぺンチし- 9- ｾ診

ｾ＠

:コ

S T A NDA R D ME T A L  

大 島 応 用4乙 学 工 業 株 式 会 批

本#1-久踊市堀衆区野江東芝! l l ) 4丁目電話 1瓜買を ( 33) 4481

市・電話新居浜3Z1・938 出張所四日市市宮詰四日市65 ・広島市電話南ω)2473
一-

6  

営 業 種 目

ゴ茂木 式 ス カ イ ラ イ ト 坂 本 式 ベ ン チ ン ータ ー

O K式 工 場周 サ ， シ ユ 一 般 建 築 銑 工 場

関 西 総 発 売 元

幅 昌 株 式 会 社

大阪市北区中之島三 J 三 m f l 3 9 3 4 - 5  

( I，UJ 日ビル) Hi  @  7588( 作業 所)

[  一手1

コヌzトド φ  

日 本 楽 器 製 嘉 納 ー 〓

m Z委Ef踊ノ3翻F1
フローリンタ. - 電話神戸 @ O国' 1-3審



社式株業工
板

圏

図

鋼

図

京東

シユ j

ス チ ー J ( . ，シャツタ - 7

ス チ ー ル サ ツ

阪 支 l苫

大 阪 市 東 区十二軒町八蕃地

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 ノl. COO

大

アドJ (.， チス

電話東⑩

電話荒川@8131-4

5000 (工作マ ) v ，"" a ン型)

6000  (漕

置 彊. .  彊 謹 掴E

型}
剤

ｾｾも＿＿＿
京lIi: 

営 業 種 目

鉄 筋 ラ ス ワ イ ヤ ラ ス 金 網 各 種

親 子 ラ ス メタ j しラヌ

亀 の 甲 ラ ス リ ブ‘ ラ ヌ 設計者 の方Lこ力タログ進呈

中 川 ラ ヌ 製 作 所

大阪市南区鰻谷f中之町31 ( 十合百貨巴北ノ辻東ヘ入ル南側)

電 話 大 阪 ⑧ 5 2  2  8 - 9  

l坂大

各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

京 協 頭 昌 ・ ボ イ ラ ー ・ ガ ス 風 呂

大阪市浪速区元町一丁目七四二但シ限措電俸前

田 申 麿l 昌 発 売 元

電 話 戎 @5 3 1 3 ・8 1 2 8

陶管- 六正便所衛生勝・ヒューム管

釧リJ，イプ・ループド' レンマンハづレ-i 氏司・涜 漕

⑨; 言暗室主開業規

寸販売糊庖・特許三和かまど大阪和霊山一壬販制約庖

7  



8  

大 阪 府 営 主界宿 院 底 舗 付 共 同 住 宅

戸 締 ノ 政 筆

P A T E NT S  No: 414! ! 55 No: 414H56 ［｜ｯ Ｚ Ｚｬ Ｕｓｾｘ＠

広舗 、倉庫、 ガレ ージ等ニ最適デス 開閉ハ

片手ニテ経ク鍋ゲ降シ致シマス 価裕ハ至福

低康デス 御一線係 員参上、カタログ進呈

一括討スカイフイト 止の w十

ス チ ー ル サ ッ シ ユ ・ ド ア ー ・ オ ペ レ ー タ ー其他修理

，没 日十

議

施 行

カタログ 進 県

川 JFjl i li:川

岩 元 工 業 株 式 会 社

本祉 大阪市東成区東今盟町 4 の40

11 訴 東 8 8 8 1 0 ・9 3 5 0

. 庫 大飯市天王寺区堂ケ芝町 5

電 話 天 王 寺 @6  9  8  0  

ヌ拘イヲイト

一 般 硝 子 屋 根 = ワ イ ヤ 波 型 硝 子 屋 根

肉符武ペシ手レ- 9 -

性 能 を 誇 る ( 筒 箆 並lこ::1::-ヂ: 7ヌ)

設 計 施 工

芸 言 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐掘船町23 ( 大阪商工ピノレ) 電話土佐堀@3983番4396番



日東プラスターボード

@  
吸 音 ボ ー ド

ラ ス ボ ー ド

日 東 プ ラ ス タ

クリームプラスタ ー

ボード用プラスター

N H プ ラ ス タ ー

キー ンズ セ メ ン ト

豊 田 セ

日 東 石 膏 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

た阪市南区11頃慶町四丁目六六番地 電跨@0094番 '・4848番

@  

メ /  ト 株 式 会 社

本 社 福 岡 県 苅 田 町

事 務 所 倉 ・大 阪 ・東 尽

ヨ拘事ヲイト
蛭 石 焼 成 品

断熱・耐火・軽量 ・防音 ・美 麗

E  

満

製造販売玉置産業株式会社

本 社 大阪市南区心斎 橋 筋 商 詰 東 入 電 話 ⑧5675 ・5676 ・5677番

縛戸支腐 神戸市東灘区御影町上東847の3 電話御影③ 3 0  1  6 漆

工 場 大阪市大正区三軒家浜通 2 丁目36 電話泉尾⑧ 1 7 1 9 番

営 業 種 目

建 築 金 物 装 飾 金 物

現 場 金 物 別 作 金 物

株 式 会 社

占

商
ｾ＠
3 冥

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 三 十 一 番 地 電 話 大 阪 @6161 ・6861

9  



忽 除 以 釧 ? を 吟 る

高級ヲヅ Ｎ ｾ］ｴ［ｊ

BS. D( - 圃リヲト
F スフ77} J，ト

防水工事. 耐酸工事.

電話大阪@8157 - 9

ン

一一
一

一

板

ト

一

板

ボ

合

ヤ

一

総

ハ

孔

一

三

綱

マ

多

ベ

ヲ

ヤ

音

一

楽

ド

吸

日

芝 、 全 面 の 大 阪 市 北 区 蛍 白 浜 i瓜一 丁 1，1

戸 田月五E 議士

規

Z司

ロロ

| 九俊夫弁扱|

格

. 6.  

ロ
格S  A  J  

縞 奥 の ハ ー ド ボ ー ド

エ ロ ナ イ ト

ＮＺ［ Ｚ Ｚ Ｚ Ｚ Ｎ三受マー ｪ 安 ｉ ｴＮＺｾ

)(， 

ポ リ エ ス テ ル 化 粧 板

エ ス テ ラ イ ト

級 接 着 剤

ポ リ ゾ

高

j字lお式委征 ・印刷杢 ・塗装式杉紅 ・桐征

日本楽告書 合 版

ヤ マ ハ ボ ー ド 関 西 総 代 : B l l j，lf  

東 洋 プ ラ イ タ ッ ド 特 約 j，1?，

!白 ｾｩｉＺｩ＠ ｾ＠ 全信 大阪市浪速区制 J 通3の20

必J l l a:  ロ ' 臥 包 i活 大 阪 ⑧ 2 2 0 1 ( 代)

λ  

.  ・トー.

L三萎セメント】|

八 幡 市 黒 崎 電 八 幡3750- 2

大阪 ・名古屋 ・広島 ・福ー岡

工 場

営業所

東京都千代間 区丸の内 1 の 4 ( 新丸ヒソレ)

電話千代田@ 1 3 4 1 - 9 ・1 4 4 1 - 9
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Ｏｾ為多 Ｐ れ ナ付与タ

点久丸

育 両 面 模 様カラー ・ラ インマッ ト貴

ゆ 裏面ノ、反対色又ハ全然異ツタ模様

現物ニ依ツテ是非御高評願マス

鮪鎌晶一一ユーピ金属マット・ユービプムマット

ライシゴムマ ット ・ニューラインマット

信用と品質を跨る

o  S  A  1  A ミサ畠〆- : ; 7 K Y O T O

大阪底 ・大阪市西区北堀江上通一丁目
京都底 ・京都市中京区蛸薬師鳥井l i!!i 人

ｾｉｚｖｓｈｉ 恥僅 ａ ｾｯＮｴ�＠ 'L T D .  

ー=ご~

不 サッシ

ル グ 除 。 機 械3設備の娘 。物 任製作

新 実 の
、d / o卓越せる技術。堅牢軽傾 笑

完全防周猿琶

( 時許申請ゆ)

職鵡誼不こ製作所大阪支庖主j卸指定

御採同- r ざいー
大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 三 ノ 四

電 話淀 川@1220 ・1454- 6 ・4414 - 5

ｾー 本社及び工場 川崎市中丸子一三五 電話田園調布⑫4261---5
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ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

作 所

Hl rl 百W@2 9 69 ・0444

三 高 製

大阪市東区谷 町五T 円二八

株式会社

本 社工場

一般製品スチーノレ サ ッ シ ユ

スチーノレ シャツター

スチーノレ ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚の四面が摺り合され自然 IC気密度が高い。

神高型竪形と出し窓

両側きや片側きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓

と出しと上釣りとが完全 IC平衡連絡され操作経

快、開閉確実、体裁優秀な新型。

逓増減分銅付きシャツタ ー

大型 シャツターも軽くはやく開閉出来る 。

新 規 製 品 普及型上吊円 | 遣い窓

質実堅牢で最も廉価・校舎宿舎などに最適

合 資 会 社 汎 建 製 作 所

ｐａｔｏ 武ヂベ ｊｾ

ン
-フク

ゆ
一
点設計の御依頼に応じます( 飽工は御自由です)

カタログ及び般tt. 場資事寺贈呈

考 . 織 本 建 築 股 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 孫 構 造 研 究 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嫡 般 町 3--::2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( f u) 倒43 ・7叩7・7062

高 式

高 式

高 式

根 曲E 岡 崎

医E! 1

12 



社

〔中国・九州 〕

青 盛 建 材 株 式 会

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

電 話 中 ② 2 2 8 1 - 3

. .  命

、 "

柳 川 " 句

" ・. . - 叫，
情 動

所業

3

9

営

町

山

山

田

8

岡

来

日

材

市

川

建

山

間

盛

岡

電

青

所業

4

6

営

日

~

岡

前

日

福

崎

2

材

附

③

t

e

市

東

l

岡

話

盛

褐

電

膏

. d.  

;z:l; 建 商

名古屋市中区宮 出11汀41 ノ2

電話 中@ 1329・2106・2817

海〕

株式会社

名

合資会社

岡 田 建 材 庖

名古屋市西区間菊井町 2 ノ12

電話閲⑧ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

業

【専属の職人獲成並指導】

和 泉 産

大阪市南区 口本橋筋 2 ノ36

電 話 I主t @3 2 8 6

〔東

庖

ネ土

友 工 業 株 式 会

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町655

大阪セルロイド会館内

電 話 雨 ⑮ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商

大阪市南区長期橋筋 2 ノ20

( 日本橋電停前)

電 話 南 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市中京区河原町東川下ノレ

電 話 ③ 3 2 9 9  

株式会社

木 下 種 三 商 庖

大阪市西区江戸堀南通 5 ノ35

電話土佐姻@5408 ・5486

樵式会社

久

社

oJ  〔近

庖

保 商

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電話大阪⑧207 ・4836- 7

タ テ バ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通四条下ノレ

電 話 壬 生 ⑧ 4 4  6  8  

井 建 材 有 限 会

事1
1 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電 話 浜 川 ⑤ 2 6 9 7  

石

13 
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優秀技衡を誇るf

ゑ 村ω-

費 T王. 言受吉十. 製信.

麻村サ・νシ2 I業株式会批

特 許
奥 山 式 禁 E達 綜 合 防 水 層

代 C. Fこ8B歩

測れ

ｾ＠
後s

カッパーメッシュ 耐 酸 耐 油 工 事

コ ー パ ー タ イ ト アスフアルト工事一般

製 造 元

奥山化工業様式奮粧

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 丁目 3 T E  L  銀座 ;，7 2703 - 4・23 70 ・4064 ・0264 、

14 



日

満

ゴ

ム

タ

イ

ル

全

岡

総

代

理

応

責

任

施

工

紅

曾式株業江建逮
由

民

く良〉

ドアース チ ー ル サ ツ レ ユ ・

オ ペ レ ー タ ーレ ヤ ツ タ ー -

一 製 造 販 売 ー

大正十四年

創 業

本社・工場・大阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東⑧ 1171.._，3番

東京営業所・ 東京都中央区銀 座東六丁目木娩館ヒソレ六号館6(fl 号室 電 話東京@4611

福岡営業所・ 福 岡 市 大 名 町 二 丁 目 9 8 電 話 西 ① 4 9 4 8 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

化拳ユ場の建物を

徴蝕から守れf

'  

tl 新 式 耐 酪 レヂンライニング

ポリヱステル系レヂンライエング

各 種 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ァ 系 煉 瓦 目 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 ・

設計 ・施工IL は是非弊社 IL

御 相 談 願 い ま す

耐酸化学工灘株式会鼠

浪嬉瓦叩削叩叩棚酬…副叩酬…削削…刷州酬酬』刷刷酬“ 刷州1附 …H

芸

芸

霊

霊

削 1附"削』側"側"附瑚酬附側' 町f削側捌- 刷刷l 1 l i 鵬則. 削卿鰍" 繍聞捌則糊刷11附附酬憎欄. 鵬繍剛目附H削附『糊闘闘『虚喜

耐アルカリ

現 場 責 任 施 工

耐 i由耐 酸

15 
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き

遣
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V

L守

山

由
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L

ケ

シ

』

!

ク

づ
一一板の間・廊下に

新

築

に

水

拭

き

で

は

す

ぐ

に

黒

ず

み

ニ

ス

・

ラ

ツ

カ

は

白

木

の

味

を

な

く

し

、

は

げ

る

色

見

苦

し

く

な

り

ま

す

が

、

す

べ

ら

ぬ

白

木

艶

出

ケ

ン

ト

ク

を

月

に

一

t

二

回

ぬ

り

乙

め

ば

毎

日

は

カ

ラ

拭

き

で

新

築

そ

の

ま

L

の

美

し

さ

を

保

ち

ま

す

。

.1  

白

木

液

体

7

Y

F

P

-

升

・

回

九

O

円

で

約

十

五

回

R

.

丸

庖

単

品

Y

F
二

九

・

0

円

で

約

五

島

町

み

が

砂

ま

す

板 の 間 鹿 下 の す べ ら ぬ 白 木、ツ ヤ 出 し

V Z ' A l J  
ｾ＠ 1536 ・3501K Kグシトク大阪市北区機織産経ピル前

ドアー

シヤマター

オベレーター

' t 復員t
電 話南 ( 75) 5 0 7 ・3137 ・3138

電 話堺( 102) 1586 ・48∞. 4801

電話泉尾 (55) 2  2  3  

株3に阪建材 3長工
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頑 新 築 落 戚

喜日大阪会館 多奈川火力発電所

k

b

g

E

ヨ

ι
キ
ョ
，

揃

想

起

!

雲

X

シ

ト

u

d
a防

附

句

、

S

T

u

t

-

-

E
崎
五
五

λ

畑

。

c二=コ

t

s

-z
r
τ

制

ヨ

t

ギ

ヨ

』

川

セ

メ

ン

ト

w

z

重

量

λ

鳩

‘ ー ｾ

@  

! ?ー

大阪窯業セメント株式会 ｾｩ
本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 二 丁目

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋



現

一
一

軒

4

t一
同

町

可

制

棚

糊

一一
一

什

一

笠

間

む

錦

繍

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

第三十七積 第 九 号
d -

%1:  築 と 社建

‘ー

事

昆

朝日石綿工業株式会社

大阪市北区神山町四六電話大阪⑧ 2333諸説

東京銀座七営業所- 東京検浜. 名古屋. 岡山九州北毒道

東京.横 浜 山 梨 . 名古屋. 大隠し岡山門司宮城

ぷ忠弘

大阪営業所

本 社

場エ

日本レイヨンω硬質繊維板

ヲ ｾＢＧＹ Ｚｊ ヲＯＱＭ
4央通志、住宅V- I手・・・

能率的ふ手務室、作業場12 JJ:・・・

売

価

一

部

金

百

円
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